
が
あ
り
、
韓
国
メ
デ
ィ
ア
は

条
例
可
決
を
ほ
と
ん
ど
報
じ

な
い
な
ど
冷
静
な
受
け
止
め

方
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

た
だ
ソ
ウ
ル
市
議
会
も
同

日
午
後
、
同
様
の
条
例
案
を

可
決
す
る
見
通
し
。
釡
山
市

議
会
に
よ
る
と
、
ソ
ウ
ル
を

含
め
全
国
１
７
の
地
方
議
会

で
条
例
制
定
に
向
け
た
動
き

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
相
次

い
で
成
立
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

ま
た
釡
山
市
議
会
は
６

日
、
歴
史
的
事
件
を
記
念
す

る
建
造
物
の
路
上
設
置
を
許

可
す
る
条
例
案
も
可
決
。
こ

れ
ま
で
違
法
と
さ
れ
て
き
た

徴
用
工
像
設
置
に
法
的
根
拠

韓
国
・
釡
山
、
反
対
世
論
も

「
戦
犯
企
業
」
不
買
条
例
成
立

橋
本
聖
子
氏
、
五
輪
相
に
浮
上

自
民
国
対
は
森
山
氏
再
任
へ

が
相
次
ぎ
成
立
し
な
か
っ

た
。
主
要
都
市
で
の
成
立
は

今
回
が
初
と
み
ら
れ
、
日
韓

関
係
悪
化
を
反
映
し
た
。
努

力
規
定
に
と
ど
ま
っ
て
お
り

日
本
企
業
へ
の
実
質
的
な
影

響
は
不
明
だ
。

　

韓
国
内
に
は
「
世
論
に
お

も
ね
っ
た
政
治
主
導
の
不
買

運
動
は
不
適
切
」
と
の
批
判

　
【
釡
山
共
同
】
韓
国
南
部

の
釡
山
市
議
会
は
６
日
、
特

定
の
日
本
企
業
を
「
戦
犯
企

業
」
と
定
義
し
、
市
な
ど
が

今
後
そ
の
企
業
の
製
品
を
購

入
し
な
い
よ
う
努
力
義
務
を

課
す
条
例
案
を
可
決
し
た
。

こ
う
し
た
条
例
案
は
過
去
に

も
別
の
地
方
議
会
に
提
出
さ

れ
た
が
、
韓
国
内
で
も
批
判

ハ
リ
ケ
ー
ン
進

路
で
逆
ギ
レ

ト
ラ
ン
プ
氏
、
対
策
Ｐ
Ｒ
裏
目

北
海
道
厚
真
町
吉
野
地
区
に
設
け

ら
れ
た
献
花
台
に
花
を
手
向
け
る

男
性
＝
６
日
午
前
６
時
２
５
分
、

北
海
道
厚
真
町
（
共
同
）

相
は
同
日
、
日
ロ
首
脳
会
談

な
ど
ロ
シ
ア
極
東
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
で
の
日
程
を
終
え
、

帰
国
し
た
。
公
明
党
の
山
口

那
津
男
代
表
と
官
邸
で
会
談

し
、
同
党
の
石
井
啓
一
国
土

交
通
相
の
処
遇
に
関
し
意
見

交
換
。
人
事
の
調
整
を
加
速

さ
せ
た
。

　

元
五
輪
選
手
の
橋
本
氏
は

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
自

転
車
で
計
７
回
の
五
輪
に

出
場
。
１
９
９
２
年
ア
ル

ベ
ー
ル
ビ
ル
大
会
ス
ケ
ー
ト

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
員
会
の
理
事
も
務
め
て
い

る
。
関
係
者
は
「
首
相
は
、

来
年
の
大
会
に
合
わ
せ
て
五

輪
相
に
起
用
し
た
い
意
向

だ
」
と
語
っ
た
。

　

内
閣
で
は
他
に
、
茂
木
敏

充
経
済
再
生
担
当
相
の
外
相

起
用
が
内
定
。
自
民
党
の
山

口
泰
明
組
織
運
動
本
部
長
は

初
入
閣
す
る
と
の
見
方
が
強

ま
っ
た
。

技
能
実
習
で
日
立
に
改
善
命
令

計
画
と
異
な
る
業
務
従
事

１
７
年
調
査
、
３
年
前
と
横
ば
い

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は
６
日
、
世
帯
ご
と
の
所
得
格
差
に
関
す
る
２
０
１
７
年
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
格

差
を
示
す
指
標
は
過
去
最
大
の
１
４
年
調
査
か
ら
わ
ず
か
に
改
善
し
た
が
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。
厚
労
省
は
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
好
転
で
所
得
が
増
え
、
格
差
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
」
と
強
調
す
る
。
だ
が
依
然

高
い
水
準
に
と
ど
ま
り
、
収
入
が
な
く
老
後
生
活
を
年
金
に
頼
る
高
齢
者
世
帯
は
多
く
、
今
後
格
差
が
拡
大
に
転

じ
る
恐
れ
も
あ
る
。

所
得
格
差
な
お
過
去
最
悪
水
準

高
齢
化
で
今
後
拡
大
も

様
性
を
互
い
に
意
識
す
る
こ

と
が
ま
す
ま
す
重
要
。
日
本

人
の
姓
名
の
ロ
ー
マ
字
表
記

は
、
日
本
の
伝
統
に
則
し
た

増
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

調
査
は
６
２
年
か
ら
原
則

３
年
に
１
度
実
施
。
今
回
は

２
０
１
７
年
７
〜
８
月
、
８ 

６
４
５
世
帯
を
対
象
に
１
６

年
の
所
得
に
つ
い
て
調
べ
、

４
４
１
５
世
帯
か
ら
有
効
回

答
を
得
た
。

実
習
適
正
化
法
に
基
づ
き
、

日
立
に
改
善
命
令
を
出
し

た
。
日
立
は
「
実
習
生
を
は

じ
め
関
係
者
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
、
お
わ
び
す
る
。
真

摯
に
受
け
止
め
、
法
令
順
守

を
徹
底
し
て
い
く
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
配
電

　

森
山
氏
は
２
０
１
７
年
８

月
、
国
対
委
員
長
に
就
任
し

た
。
政
権
幹
部
は
森
山
氏
の

手
腕
に
つ
い
て
「
国
会
対
応

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
た
」
と
高
く
評
価
。
続

投
が
決
ま
っ
た
二
階
俊
博
幹

事
長
と
の
関
係
も
良
好
で
、

引
き
続
き
国
会
対
応
を
任
せ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

公
明
党
の
山
口
氏
は
首
相

と
の
会
談
後
、
内
閣
改
造
に

関
し「
党
の
希
望
を
伝
え
た
」

と
記
者
団
に
述
べ
た
。
首
相

は
「
承
っ
た
」
と
応
じ
た
と

い
う
。
関
係
者
に
よ
る
と
、

国
交
相
在
任
が
４
年
近
く
に

及
ぶ
石
井
氏
は
、
山
口
代
表

に
党
務
へ
の
復
帰
を
求
め
て

い
る
が
、
党
内
に
は
留
任
論

も
残
る
。

　

首
相
は
既
に
、
政
権
の
骨

格
と
な
る
麻
生
太
郎
副
総
理

兼
財
務
相
、
菅
義
偉
官
房
長

官
、
二
階
氏
の
続
投
を
固
め

て
い
る
。

（１） ２０１９年第５３２２号  ９月 ７日 （土曜日）

い
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
建
造
物
の
路
上
設

置
を
巡
る
条
例
改
正
に
よ

り
、
領
事
館
前
で
の
徴
用
工

像
設
置
に
道
を
開
い
た
形
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
市

民
団
体
が
設
置
を
試
み
た
が

「
違
法
」
と
し
て
撤
去
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
再
設

置
に
向
け
た
動
き
が
進
む
可

能
性
が
あ
る
。
違
法
設
置
さ

れ
た
少
女
像
に
つ
い
て
も
、

日
本
政
府
が
求
め
る
撤
去
は

さ
ら
に
困
難
に
な
っ
た
と
の

見
方
が
強
い
。

未
明
に
黙
と
う
、
被
災
地
祈
り

北
海
道
地
震
か
ら
１
年

　
【
共
同
】
柴
山
昌
彦
文
部

科
学
相
が
６
日
の
閣
僚
懇
談

会
で
、
国
の
文
書
で
日
本
人

の
氏
名
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記

す
る
際
に
、
国
内
外
で
一
般

的
な
「
名
・
姓
」
の
順
番
で

は
な
く
、
原
則
的
に
日
本
語

表
記
と
同
様
に
「
姓
・
名
」

順
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

同
意
を
得
た
。
政
府
の
方
針

と
し
て
決
定
し
、
菅
義
偉
官

房
長
官
は
記
者
会
見
で
「
今

後
、
柴
山
文
科
相
の
発
言
に

沿
っ
た
方
向
で
、
具
体
的
な

取
り
扱
い
に
つ
い
て
内
閣
官

房
を
中
心
に
関
係
省
庁
で
検

討
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

柴
山
氏
は
記
者
会
見
で

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
進
み
、

人
類
の
持
つ
文
化
言
語
の
多

ま
で
ハ
リ
ケ
ー
ン
対
策
へ
の

取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

し
た
の
が
裏
目
に
出
た
。

　

事
の
発
端
は
１
日
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
ド

リ
ア
ン
」
に
つ
い
て
、
ア
ラ

バ
マ
な
ど
南
部
各
州
に
警
戒

を
呼
び
掛
け
た
。
と
こ
ろ
が

気
象
当
局
は
１
日
、
ア
ラ
バ

マ
は
被
害
を
受
け
な
い
と
発

表
、
大
統
領
発
言
を
事
実
上

訂
正
し
た
。

　

そ
れ
で
も
ト
ラ
ン
プ
氏

は
、
誤
り
を
認
め
な
い
ば
か

り
か
、む
き
に
な
っ
て
反
発
、

い
つ
も
の
メ
デ
ィ
ア
攻
撃
を

展
開
す
る
始
末
に
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
が
ア
ラ
バ
マ

を
そ
れ
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
て
い
た
４
日
に
は
、
ひ

い
き
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
記

者
を
執
務
室
に
呼
ん
で
８
月

２
９
日
時
点
の
予
想
図
を
見

し
た
吉
野
地
区
と
、
役
場
前

に
設
置
。
友
人
を
亡
く
し
た

同
町
の
自
営
業
森
田
正
司
さ

ん
（
８
４
）
は
吉
野
地
区
の

献
花
台
を
訪
れ
て
手
を
合
わ

せ
「
大
切
な
人
を
失
う
災
害

が
二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
で
祈
り
ま

し
た
」
と
話
し
た
。
町
民
ら

は
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ

せ
て
黙
と
う
。

　

隣
接
す
る
安
平
、
む
か
わ

両
町
と
、
液
状
化
の
被
害
に

遭
っ
た
札
幌
市
は
地
震
１
年

に
合
わ
せ
て
防
災
訓
練
を
実

施
。
む
か
わ
町
の
避
難
訓
練

　
【
共
同
】
最
大
震
度
７
を

観
測
し
、
関
連
死
３
人
を
含

む
４
４
人
が
死
亡
し
た
北
海

道
地
震
は
６
日
で
発
生
か
ら

１
年
と
な
り
、
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
な
ど
で
３
７
人
が
亡

く
な
っ
た
厚
真
町
に
は
献
花

台
が
設
け
ら
れ
、
被
災
地
は

追
悼
の
祈
り
に
包
ま
れ
た
。

発
生
時
間
の
午
前
３
時
７
分

に
は
役
場
前
で
有
志
の
町
職

員
ら
が
キ
ャ
ン
ド
ル
を
と
も

し
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。

形
に
す
る
の
が
い
い
」
と
意

義
を
強
調
し
た
。

　

国
語
審
議
会
は
２
０
０
０

年
、「
言
語
や
文
化
の
多
様

性
を
意
識
し
、
生
か
し
て
い

く
べ
き
だ
。
ロ
ー
マ
字
表
記

に
お
い
て
も
姓
・
名
の
順
が

望
ま
し
い
」
と
答
申
。
文
化

ロ
ー
マ
字
「
姓
・
名
」
へ

表
記
巡
り
政
府
方
針

明
。
機
構
が
日
立
と
グ
ル
ー

プ
会
社
１
０
社
の
計
１
１
社

に
改
善
勧
告
や
改
善
指
導
を

行
っ
た
。
実
習
計
画
が
認
定

さ
れ
ず
、
在
留
資
格
が
更
新

で
き
な
か
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
９
９
人
が
解
雇
さ
れ
た
。

　

日
立
の
他
、
入
管
庁
と
厚

労
省
は
６
日
、
実
習
計
画
の

必
須
作
業
を
し
て
い
な
か
っ

た
富
山
市
の
食
品
会
社
と
、

長
時
間
労
働
や
割
増
賃
金
不

払
い
な
ど
が
あ
っ
た
２
個
人

の
実
習
計
画
認
定
を
取
り
消

し
た
。
徳
島
市
の
食
品
会
社

に
も
改
善
命
令
を
出
し
た
。

　

技
能
実
習
適
正
化
法
は

２
０
１
７
年
に
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
８
社
の
実
習
計
画

認
定
を
取
り
消
し
、
１
社
に

改
善
命
令
を
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
入
管
庁
は
、
ベ
ト

ナ
ム
の
二
つ
の
実
習
生
送
り

出
し
機
関
が
同
国
の
リ
ス
ト

か
ら
削
除
さ
れ
る
予
定
で
、

日
本
側
が
６
日
か
ら
利
用
で

き
な
く
な
る
と
明
ら
か
に
し

た
。
技
能
実
習
適
正
化
法
に

反
し
、
日
本
の
監
理
団
体
へ

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど

を
約
束
し
て
い
た
と
い
い
、

入
管
庁
は
こ
の
監
理
団
体
も

調
べ
る
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

（
自
民
党
総
裁
）
が
１
１
日

に
実
施
す
る
内
閣
改
造
・
党

役
員
人
事
を
巡
り
、
五
輪
相

に
橋
本
聖
子
前
党
参
院
議
員

会
長
が
浮
上
し
た
。
森
山
裕

党
国
対
委
員
長
は
再
任
が
固

ま
っ
た
。
複
数
の
関
係
者
が

６
日
、
明
ら
か
に
し
た
。
首

　

宮
坂
尚
市
朗
町
長
は
「
亡

く
な
っ
た
方
々
の
冥
福
を
祈

り
、
復
興
の
歩
み
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
と
祈
り
を
さ
さ

げ
た
。
人
生
の
バ
ト
ン
を
受

け
継
ぎ
、
強
く
生
き
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。
同
日
午

前
の
記
者
会
見
で
は
「
新
し

い
目
標
を
し
っ
か
り
組
み
立

て
、
先
人
の
苦
労
に
応
え
る

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
令
和

と
い
う
時
代
に
、
復
興
の
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

献
花
台
は
１
９
人
が
死
亡

４
２
９
万
２
千
円
。
６
５
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯
は
５
・

４
％
増
の
１
０
０
万
４
千

円
、
母
子
世
帯
は
２
３
・
２ 

％
増
の
２
３
６
万 

７
千
円

だ
っ
た
。

　

当
初
所
得
か
ら
税
金
や
社

会
保
険
料
を
差
し
引
き
、
社

会
保
障
給
付
を
加
え
た
「
再

分
配
後
の
所
得
」
の
ジ
ニ
係

数
は
前
回
か
ら
微
減
し
、０
・

３
７
２
１
だ
っ
た
。
当
初
所

得
の
ジ
ニ
係
数
０
・
５
５
９ 

４
と
比
べ
る
と
、
格
差
は

３
３
・
５
％
改
善
し
た
こ
と

に
な
り
、
厚
労
省
は
「
社
会

保
障
や
税
の
再
分
配
に
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
」
と
主
張

し
て
い
る
。
た
だ
再
分
配
は

高
齢
者
ら
の
生
活
を
支
え
る

も
の
の
、
現
役
世
帯
の
負
担

　

非
正
規
労
働
者
や
母
子
家

庭
、
高
齢
者
ら
、
一
部
に
格

差
の
ひ
ず
み
が
集
ま
る
構
造

の
解
消
に
向
け
、
誰
も
が
働

き
や
す
い
環
境
の
整
備
や
、

待
遇
改
善
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　

指
標
は
「
ジ
ニ
係
数
」
と

呼
ば
れ
、
０
〜
１
の
間
で
１

に
近
い
ほ
ど
格
差
が
大
き
い

こ
と
を
示
す
。
税
金
の
支
払

い
や
公
的
年
金
な
ど
の
社
会

保
障
給
付
を
含
ま
な
い
「
当

初
所
得
」の
ジ
ニ
係
数
は
０
・

５
５
９
４
で
、前
回
か
ら
０
・

０
１
１
０
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ

た
。
改
善
は
１
９
８
１
年
調

査
以
来
、
３
６
年
ぶ
り
。

　

世
帯
ご
と
の
当
初
所
得

の
平
均
額
を
見
る
と
、
全

体
で
は
９
・
３
％
増
の
年

盤
や
制
御
盤
な
ど
電
気
機
器

を
組
み
立
て
る
技
術
を
習
得

す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
窓
枠

運
搬
な
ど
の
作
業
を
さ
せ
て

い
た
と
い
う
。
入
管
庁
は
、

日
立
に
実
習
生
を
紹
介
し
て

い
た
「
協
同
組
合
フ
レ
ン
ド

ニ
ッ
ポ
ン
」（
広
島
市
）
に

つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。

　

日
立
を
巡
っ
て
は
、
外
国

人
技
能
実
習
機
構
が
昨
年
４

〜
９
月
に
実
地
検
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
実
習
計
画
外
の
作

業
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判

せ
た
が
、
不
自
然
な
書
き
足

し
で
ア
ラ
バ
マ
が
影
響
圏
に

入
っ
て
い
た
こ
と
で
、
さ
ら

に
疑
念
を
招
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は「
当
初
は
」

ア
ラ
バ
マ
も
被
災
の
恐
れ
が

あ
っ
た
と
主
張
し
た
が
、
つ

じ
つ
ま
合
わ
せ
の
細
工
に
し

か
見
え
ず
、
人
命
に
関
わ
る

情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

よ
り
、
自
身
の
正
当
化
に
し

か
関
心
が
な
い
な
ど
と
厳
し

い
批
判
が
続
い
た
。

学
研
究
に
贈
る
「
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
賞
」
の
基
礎
物
理
分

野
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

輪
郭
撮
影
に
初
め
て
成
功
し

た
日
本
な
ど
の
国
際
チ
ー
ム

を
選
ん
だ
と
発
表
し
た
。
賞

金
は
３
０
０
万
ド
ル
（
約

３
億
２
千
万
円
）
で
、
財
団

は
チ
ー
ム
の
約
３
５
０
人
に

「
等
分
に
授
与
す
る
」
と
し

て
い
る
。

　

チ
ー
ム
に
は
国
立
天
文
台

水
沢
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
観
測
所
（
岩

手
県
）
や
東
北
大
、
広
島

大
、
各
国
の
研
究
機
関
が
参

加
。
世
界
各
地
の
電
波
望
遠

鏡
を
連
携
さ
せ
、
地
球
か
ら

５
５
０
０
万
光
年
離
れ
た
銀

河
の
中
心
部
に
あ
る
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
を
精
密
に
観
測

し
、
４
月
に
画
像
を
公
表
し

た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
撮
影
に
栄
誉

賞
金
３
億
円
超
の
米
科
学
賞

し
た
。

　

道
内
で
は
厚
真
と
安
平
、

む
か
わ
の
３
町
に
５
日
時
点

で
、
１
９
１
世
帯
４
２
５
人

が
仮
設
住
宅
に
身
を
寄
せ

る
。
行
政
が
民
間
賃
貸
住

宅
を
借
り
上
げ
る
「
み
な
し

仮
設
」
や
公
営
住
宅
で
仮
住

ま
い
を
続
け
る
被
災
者
も
多

い
。

　

北
海
道
地
震
は
２
０
１
８

年
９
月
６
日
に
発
生
。
道
内

約
２
９
５
万
戸
が
電
気
が
使

え
な
く
な
る
国
内
初
の
全
域

停
電
を
招
い
た
。
道
に
よ
る

と
負
傷
者
は
７
８
５
人
に
上

り
、
建
物
被
害
は
３
万
１
４ 

５
７
棟
に
上
っ
た
。

釡
山
の
日
本
総
領
事
館
前
へ

の
徴
用
工
像
設
置
や
、
既
に

あ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
象

徴
す
る
少
女
像
に
法
的
根
拠

を
与
え
る
狙
い
だ
。

　

釡
山
市
の
条
例
で
は
、
戦

時
中
に
朝
鮮
半
島
出
身
者
を

働
か
せ
る
な
ど
し
て
軍
需
物

資
を
生
産
し
た
と
し
て
、
三

菱
重
工
業
な
ど
２
８
４
社
を

戦
犯
企
業
と
指
定
。
既
に
使

わ
れ
て
い
る
製
品
に
は
「
戦

犯
企
業
の
製
品
」
と
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
し
た
。「
公
式

謝
罪
や
賠
償
を
し
て
い
な

　
【
共
同
】
出
入
国
在
留
管

理
庁
と
厚
生
労
働
省
は
６

日
、
日
立
製
作
所
（
東
京
都

千
代
田
区
）
が
、
笠
戸
事
業

所
（
山
口
県
下
松
市
）
で
受

け
入
れ
て
い
た
外
国
人
技
能

実
習
生
約
４
０
人
を
、
実
習

計
画
と
異
な
る
業
務
に
従
事

さ
せ
て
い
た
と
し
て
、
技
能

庁
も
当
時
、
政
府
機
関
や
都

道
府
県
、
大
学
、
新
聞
放
送

出
版
業
界
に
対
応
を
要
請
し

た
が
、
行
政
機
関
で
も
対
応

が
ば
ら
つ
い
て
い
た
。

　

民
間
に
も
「
姓
・
名
」
順

に
す
る
よ
う
働
き
掛
け
る
か

ど
う
か
に
関
し
て
は
、
菅
官

房
長
官
が
「
政
府
内
の
検
討

と
合
わ
せ
、
文
科
省
で
検
討

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

５
月
に
は
、
柴
山
氏
が
会

見
で
「
姓
・
名
」
の
順
と
す

る
よ
う
、
改
め
て
通
知
を

出
す
と
説
明
し
、
文
科
省
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
名
・
姓
」

と
な
っ
て
い
た
部
分
を
修

正
。
菅
官
房
長
官
も
「
ヨ
シ

ヒ
デ
・
ス
ガ
を
使
っ
て
い
る
」

と
し
て
い
た
自
身
の
ロ
ー
マ

字
表
記
に
関
し
、今
後
「
姓
・

名
」
順
に
す
る
の
か
を
問
わ

れ
「
そ
う
し
た
い
と
思
う
」

と
答
え
た
。
河
野
太
郎
外
相

も
姓
・
名
へ
の
統
一
へ
意
欲

を
示
し
て
い
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
、
自
ら

示
し
た
大
型
ハ
リ
ケ
ー
ン
の

進
路
に
つ
い
て
間
違
い
を
指

摘
さ
れ
て
逆
ギ
レ
し
、
必
死

の
弁
明
を
試
み
た
。し
か
し
、

誤
り
を
決
し
て
認
め
な
い
特

異
な
性
格
に
批
判
は
強
ま
る

ば
か
り
。
来
年
の
大
統
領
選

も
視
野
に
外
遊
を
中
止
し
て

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
創
業
者
ら
が
出
資
す
る

財
団
は
５
日
、
優
れ
た
科

　

強
い
重
力
の
た
め
光
さ
え

逃
れ
ら
れ
な
い
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
姿
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
財

団
は
「
重
大
な
科
学
の
謎
に

答
え
た
」な
ど
と
評
価
し
た
。

　

日
本
の
研
究
者
ら
の
代
表

を
務
め
る
本
間
希
樹
・
国
立

天
文
台
教
授
は
「
大
変
名
誉

な
こ
と
で
（
代
表
者
だ
け
で

な
く
）
チ
ー
ム
全
員
が
表
彰

さ
れ
た
の
が
う
れ
し
い
」
と

話
し
た
。

　

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
賞
は
基

礎
物
理
、
生
命
科
学
、
数
学

の
分
野
で
毎
年
、
受
賞
者
を

選
定
。
日
本
人
で
は
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸

弥
・
京
都
大
教
授
ら
が
こ
れ

ま
で
に
選
ば
れ
て
い
る
。

に
参
加
し
た
深
根
由
章

さ
ん
（
７
０
）
は
仮
設

住
宅
か
ら
避
難
所
へ
向

か
っ
た
。「
地
震
で
は
自

宅
が
全
壊
し
、
怖
い
思

い
を
し
た
。
地
震
が
再

び
起
こ
っ
た
と
き
に
自

分
や
家
族
の
安
全
を
守

る
た
め
備
え
を
し
た
い
」

と
話
し
た
。

　

道
は
午
前
１
０
時
に

大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
、
同
時

刻
に
一
斉
に
身
を
守
る

行
動
を
取
る
訓
練「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
行
い
、

自
治
体
や
学
校
、
企
業

な
ど
十
数
万
人
が
参
加



大
統
領
支
持
者
か
ら
も
批
判

Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
は
、「
議
会
の
立

場
や
機
能
を
尊
重
し
て
欲
し

い
。
大
統
領
の
拒
否
権
行
使

を
議
会
が
無
効
化
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
」
と
語
る
な
ど
、

大
統
領
の
出
方
が
注
目
さ
れ

て
い
た
。

　

拒
否
さ
れ
た
項
目
に
は
、

「
逮
捕
者
が
逃
走
す
る
恐

れ
の
な
い
と
き
は
手
錠
を
か

け
て
は
な
ら
な
い
」、「
法
的

不
調
和
を
理
由
に
逮
捕
し
た

り
、
逮
捕
者
の
釈
放
を
拒
ん

だ
り
し
て
は
な
ら
な
い
」、「
逮

捕
者
を
辱
め
て
は
な
ら
な
い
」、

「
弁
護
士
の
権
利
を
制
限
し

て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
が
あ

る
。

　

そ
の
他
に
、「
職
権
乱
用
防

止
法
違
反
者
は
公
職
を
失
う
」

「
違
法
な
手
段
で
証
拠
を
集

め
て
は
な
ら
な
い
」、「
お
と

り
捜
査
の
禁
止
」、「
正
当
理

由
の
な
い
捜
査
禁
止
」、「
調

書
閲
覧
拒
否
の
禁
止
」
も
拒

否
さ
れ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
５
日
、
次
期
連
邦
検
察
庁
長
官
に
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス

氏
を
指
名
し
た
。
検
察
庁
長
官
は
、
検
察
庁
の
内
部
選
挙
で
選
ば
れ
た
３
人
の
候
補

（
ト
リ
プ
リ
セ
）
か
ら
選
出
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
り
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
も
そ

れ
に
従
う
よ
う
大
統
領
に
説
得
を
試
み
て
い
た
が
、
ア
ラ
ス
氏
は
こ
の
３
人
の
候
補
に

入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
大
統
領
が
伝
統
を
無
視
す
る
形
で
次
期
長
官
を
指
名
し
た
こ
と

は
、
内
外
で
強
い
反
発
を
招
い
て
い
る
。
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

Ｌ
Ｊ
派
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
指
名

を
取
り
下
げ
る
よ
う
説
得
し

て
い
る
と
マ
ス
コ
ミ
に
認
め

て
い
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
ア
ラ
ス

氏
を
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ

ガ
元
下
議
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
の
紹
介
で
知
っ
た
と
い

う
。
同
氏
が
気
に
入
っ
た
理

由
は
、
同
性
愛
嫌
悪
者
で
あ

る
こ
と
と
、
連
邦
政
府
が
推

進
し
た
が
っ
て
い
る
南
北
鉄

道
建
設
の
た
め
の
入
札
支
持

者
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

だ
が
、今
回
の
決
定
に
は
、

熱
心
な
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
支
持
者

か
ら
も
強
い
反
発
が
起
き

た
。
そ
れ
は
、
ア
ラ
ス
氏
が

左
翼
思
想
の
持
ち
主
で
、
過

去
に
行
っ
た
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ

を
信
奉
す
る
発
言
や
、
ル
ー

ラ
元
大
統
領
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
口
走
る
な
ど
の
行
動
が
公

に
な
っ
て
い
た
た
め
だ
。
こ

れ
ら
の
言
動
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
を
支
持
す
る
極
右
主
義

者
を
い
ら
だ
た
せ
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
支
持
者
の
間
で
は
５
日

　

２
０
歳
以
上
年
の
離
れ
た

夫
人
を
か
ら
か
っ
た
こ
と
で

よ
り
悪
化
し
た
、
ア
マ
ゾ
ン

森
林
火
災
問
題
で
の
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
と
フ
ラ
ン
ス
の

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
対
立
。

そ
の
後
、
伯
国
民
が
ネ
ッ
ト

上
で「
ご
め
ん
ね
、ブ
リ
ジ
ッ

ト
」
と
マ
ク
ロ
ン
夫
人
に
謝

夜
、「
モ
ロ
２
０
２
２
」
と

「
２
０
２
２
年
の
大
統
領
選

で
モ
ロ
氏
を
支
持
す
る
」
と

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
で
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
に
抗
議
す
る
動
き
も

あ
っ
た
。

　

他
方
、
４
日
に
は
、
検
察

庁
特
捜
局
（
Ｐ
Ｇ
Ｒ
）
内
で

Ｌ
Ｊ
作
戦
を
担
当
し
て
い
た

検
察
官
６
人
が
、
ラ
ケ
ル
・

ド
ッ
ジ
現
長
官
の
方
針
に
反

対
し
て
集
団
辞
職
す
る
事
態

も
起
き
た
。
そ
れ
は
同
長

官
が
３
日
に
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
元

社
長
の
レ
オ
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

氏
の
報
奨
付
供
述
の
内
、
ジ

ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
最
高
裁
長

官
の
兄
弟
の
１
人
と
ロ
ド
リ

ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
に
関

す
る
供
述
と
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
捜
査
を
お
蔵
入
り
さ
せ
る

よ
う
、
最
高
裁
に
要
請
し
た

指
名
候
補
に
な
い
ア
ラ
ス
氏

　
「
逮
捕
者
を
辱
め
て
は
な

ら
な
い
」
や
「
正
当
な
理
由

の
な
い
捜
査
禁
止
」
な
ど
は

成
立
し
て
然
る
べ
き
と
の
印

象
を
与
え
る
が
、
警
察
、
検

察
、
司
法
は
「
汚
職
容
疑
者

の
弁
護
士
が
拡
大
解
釈
し
、

語
っ
た
。

　
「
大
統
領
は
国
民
の
声
を

聴
い
た
。
拒
否
権
行
使
は
国

民
の
支
持
を
得
る
」
と
の
声

も
議
員
か
ら
は
出
た
が
、「
拒

否
項
目
が
多
す
ぎ
る
」「
全
て

の
拒
否
を
認
め
る
の
は
無
理
」

則
を
定
め
た
も
の
だ
。

　

た
だ
し
、「
捜
査
の
行
き

過
ぎ
を
防
ぐ
」
は
建
前
で
、

一
般
的
に
は
「
汚
職
疑
惑
議

員
た
ち
が
捜
査
権
力
を
弱
め

る
た
め
に
成
立
さ
せ
た
」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
も

大
幅
な
拒
否
権
行
使
を
要
請

し
て
い
た
が
、
ラ
ヴ
ァ・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
で
捜
査
対
象
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ

イ
ア
下
院
議
長
（
民
主
党
・

　
【
既
報
関
連
】
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｌ
）
は
５
日
、
下
院
が
８

月
に
承
認
し
た
職
権
乱
用
防

止
法
を
裁
可
し
た
が
、
そ
れ

に
際
し
、
１
９
の
条
文
か
ら

合
計
３
６
項
目
に
拒
否
権
を

行
使
し
た
。
６
日
付
伯
字
各

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

公
務
員
の
職
権
乱
用
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
同
法

は
第
４
４
条
ま
で
あ
る
。
基

本
的
に
、
犯
罪
捜
査
の
行
き

過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、
警
察
、

検
事
、
裁
判
官
の
権
利
を
制

限
し
、
禁
固
刑
ま
で
含
む
罰

「
簡
単
で
は
な
か
っ
た
」と
大
統
領

イ
ス
ラ
エ
ル
の
消
防
士
が
到
着

〃
拒
否
の
拒
否
〃
に
向
け
た
動
き
も

と
の
声
も
出
た
。
こ
れ
ら
相

反
す
る
意
見
は
全
て
、
大
統

領
所
属
の
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
議
員
た

ち
の
も
の
だ
。

　

議
会
は
定
数
の
過
半
数
以

上
の
票
で
拒
否
権
を
無
効
化

で
き
る
。
マ
イ
ア
議
長
は
、

先
月
か
ら
既
に
、
〃
拒
否
の

拒
否
〃
に
向
け
て
議
会
内
を

ま
と
め
て
い
る
。

　

超
党
派
の
セ
ン
ト
ロ
ン
も

法
案
推
進
派
で
、
リ
ー
ダ
ー

格
の
パ
ウ
リ
ー
ニ
ョ・
ダ
・
フ
ォ

ル
サ
下
議
（
連
帯
）
は
「
全

て
の
拒
否
を
無
効
化
す
る
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル
コ

ル
ン
ブ
レ
上
院
議
長
（
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
は
、「
議
会
を
通
っ
た
法

案
を
大
統
領
が
裁
可
す
る
か

拒
否
す
る
か
は
、
政
治
の
場

な
ら
当
然
起
こ
り
得
る
こ
と
。

民
主
主
義
の
あ
り
方
と
し
て

は
普
通
」
と
語
る
に
と
ど
め

た
。

Ｐ
Ｒ
）
も
「
検
察
庁
の
意
向

が
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
」
と

し
て
抗
議
し
て
い
る
。

　

ア
ラ
ス
氏
は
４
月
に
ト
リ

プ
リ
セ
に
は
反
対
の
立
場
を

表
明
し
、
単
独
で
大
統
領
と

の
接
触
を
試
み
た
。
ト
リ
プ

リ
セ
で
５
位
に
入
っ
た
ヴ
ラ

ジ
ミ
ル
・
ア
ラ
ス
地
域
検
事

は
同
士
の
い
と
こ
だ
。

　

同
氏
が
検
察
庁
内
で
反
対

さ
れ
る
最
大
の
理
由
の
ひ
と

つ
は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
に
懐
疑
的
な

発
言
を
か
ね
て
か
ら
行
っ
て

い
た
こ
と
だ
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
が
ア
ラ
ス
氏
指
名
を
考
え

て
い
る
こ
と
は
、
７
月
下
旬

に
報
じ
ら
れ
て
い
た
。だ
が
、

モ
ロ
法
相
は
ア
ラ
ス
氏
が
反

生
配
信
動
画
で
拒
否
権
行
使
を
国
民
に
伝

え
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
右
）
と
モ
ロ

法
相
（facebook

の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

フ
ァ
ン
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ブラジルに到着したイスラエル
の消防士ら（５日付ロンドニア
アゴラ・サイトの記事の一部）

アラス氏
（Valter Campanato/Agência Brasil）

危
機
に
立
た
さ
れ
る
Ｌ
Ｊ
作
戦

アマゾン火災

か
ら
だ
。

　

な
お
、
ア
ラ
ス
氏
が
正
式

に
任
命
さ
れ
る
に
は
、
上
院

憲
政
委
員
会
で
の
試
問
（
サ

バ
チ
ー
ナ
）
後
、
委
員
会
と

本
会
議
で
承
認
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

罪
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
収
ま
っ
た
か
に
見
え
た

が
、
そ
の
矢
先
、
今
度
は
パ

ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
が「
あ

れ
は
本
当
だ
。
彼
女
は
ブ
ス

だ
」
と
言
い
、
謝
罪
す
る
事

件
が
起
き
た
。
こ
の
発
言
は

国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界
中

で
打
電
さ
れ
た
上
、
何
の
罪

も
な
い
ゲ
デ
ス
夫
人
の
写
真

ま
で
出
回
り
、「
そ
ん
な
に

美
人
な
の
か
」
と
攻
撃
さ
れ

る
始
末
。
チ
リ
に
対
し
て
新

し
い
火
種
が
で
き
た
ば
か
り

だ
と
い
う
の
に
、
こ
の
舌
禍

と
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
亡

き
父
の
殺
害
の
件
で
侮
辱
さ

れ
た
、
元
チ
リ
大
統
領
で
現

在
は
国
連
人
権
高
等
弁
務
官

の
ミ
チ
ェ
レ
・
バ
チ
ェ
レ
氏

が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
昨
年

の
大
統
領
選
の
決
選
投
票
で

敗
れ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ハ

ダ
ジ
氏
夫
人
の
ア
ナ
・
エ
ス

テ
ル
氏
を
、
国
連
の
児
童
保

護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
誘
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
エ

ス
テ
ル
氏
は
、
ハ
ダ
ジ
氏
が

聖
市
市
長
時
代
に
同
様
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
者
を
つ
と

め
た
実
績
が
あ
る
。
失
言
が

進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
こ
う
い

う
こ
と
が
起
こ
る
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
７
日
は
伯
国
の
独
立

記
念
日
。
国
を
挙
げ
て
の
祝

日
を
前
に
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
全
国
民
に
、「
愛

国
心
を
示
す
べ
く
、
黄
色
と

緑
の
服
を
着
て
ほ
し
い
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
反
大
統

領
派
か
ら
は
「（
罷
免
さ
れ

た
）
コ
ー
ロ
ル
元
大
統
領
と

同
じ
こ
と
を
言
っ
た
」、
さ

ら
に
は
「
で
は
、
黒
い
服
を

着
て
や
ろ
う
」な
ど
の
声
も
。

今
日
は
ど
ち
ら
の
服
が
多
い

か
。

　

国
内
で
合
計
９
５
８
件
、

総
額
１
３
５
億
レ
ア
ル
分
の

上
下
水
道
整
備
工
事
が
完
成

せ
ず
、
途
中
で
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
る
と
、
６
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。

　

途
中
で
止
ま
っ
て
い
る

１
３
５
億
レ
分
の
水
道

工
事
計
画
の
９
割
以
上
、

１
２
６
億
レ
分
は
、
ル
ー
ラ

政
権
期
に
導
入
さ
れ
た
経
済

活
性
化
計
画
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
に

関
連
し
た
も
の
だ
が
、
今
も

完
成
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
工
事
が
未
完
成
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
国
民
の
半
数
近
く

の
約
１
億
人
の
家
は
下
水
が

通
っ
て
お
ら
ず
、
４
千
万
人

は
家
に
浄
水
が
き
て
い
な

い
。

　

毎
年
夏
場
は
伝
染
病
が
流

行
す
る
が
、
こ
う
し
た
病
気

も
、
各
家
庭
に
上
下
水
道
が

整
備
さ
れ
、
適
切
な
ご
み
収

集
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
防
げ

る
は
ず
の
も
の
だ
。

　

水
道
整
備
が
滞
っ
て
い
る

主
要
因
は
、
最
初
に
立
案
さ

れ
た
基
本
計
画
の
段
階
で
不

備
が
あ
る
こ
と
だ
。
水
道
整

備
を
担
当
す
る
べ
き
各
州
の

公
社
や
自
治
体
は
、
資
金
を

集
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
で
き

て
も
、
机
上
の
計
画
を
実
現

さ
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
的
、

物
的
資
源
に
乏
し
い
。

　

連
邦
会
計
検
査
院
（
Ｔ
Ｃ

Ｕ
）
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、
３
万
８
千
件
の
工
事
の

内
、
１
万
４
千
件
が
止
ま
っ

て
い
る
。
工
事
が
中
断
し
た

理
由
の
４
７
％
は
技
術
的
な

も
の
だ
。

　

官
民
投
資
計
画
（
Ｐ
Ｐ

Ｉ
）
に
基
づ
く
戦
略
的
工
事

振
興
局
の
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
・
サ

ン
チ
ェ
ス
局
長
は
、「
公
社
、

民
間
を
問
わ
ず
、
工
事
担
当

会
社
が
公
的
資
金
を
引
き
出

し
、
適
切
な
技
術
的
投
資
を

行
え
て
い
な
い
事
が
、
今
の

惨
状
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
語
る
。

　

経
済
省
所
管
の
イ
ン
フ
ラ

設
備
開
発
局
長
、
ジ
オ
ゴ
・

マ
ッ
ク
・
コ
ー
ド
氏
に
よ
る

と
、
２
０
１
８
年
は
政
府
が

決
め
た
関
連
工
事
予
算
の

５
１
％
し
か
使
わ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
、
森
林

伐
採
や
伐
採
後
の
焼
畑
な
ど

に
起
因
す
る
森
林
火
災
が
増

え
て
い
る
と
国
内
外
か
ら
批

判
を
浴
び
た
事
で
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
が
８
月
下
旬
に

森
林
火
災
対
策
を
打
ち
出
し

た
際
、
派
遣
を
要
請
し
た
イ

ス
ラ
エ
ル
の
消
防
士
１
１
人

が
５
日
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
到

着
し
た
と
同
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

国
防
省
に
よ
る
と
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
消
防
士
ら
は
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
ら
に
迎
え
ら

れ
た
後
、
同
日
中
に
ロ
ン
ド

ニ
ア
州
ポ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ

に
向
か
い
、
６
日
か
ら
実
際

的
な
任
務
に
着
い
た
。
活
動

期
間
は
１
１
日
ま
で
だ
。

　

彼
ら
は
森
林
火
災
の
専
門

家
で
、
無
人
機
を
使
っ
て
火

災
が
向
か
う
方
向
な
ど
も
分

析
し
な
が
ら
消
火
活
動
を
行

う
な
ど
、
伯
国
消
防
や
消
火

活
動
に
当
た
る
軍
兵
士
ら
に

も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ロ
ン
ド
ニ
ア
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
政
権
が
打
ち
出
し
た
森
林

火
災
と
環
境
犯
罪
撲
滅
の
た

め
の
「
ヴ
ェ
ル
デ
・
ブ
ラ
ジ
ル

作
戦
」
の
対
象
の
一つ
で
、
８

月
２
６
日
か
ら
は
軍
を
派
遣

し
て
行
う
「
法
と
治
安
保
障

作
戦
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
）」
が
機
能

し
始
め
て
い
る
。ロ
ン
ド
ニ
ア
、

ア
ク
レ
両
州
と
、
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
極
南
部
は
歩
兵
と
ジ
ャ

ン
グ
ル
第
１
７
旅
団
の
管
轄

だ
。

　

ま
た
、
５
日
は
パ
ラ
ー
州

ベ
レ
ン
駐
留
の
歩
兵
と
ジ
ャ

ン
グ
ル
第
２
旅
団
の
兵
士
約

５
０
人
が
、
州
南
部
の
セ
ー

ラ
・
ド
・
カ
シ
ン
ボ
に
移
動

し
た
。
６
日
も
同
数
が
同
地

に
派
遣
さ
れ
る
。
セ
ー
ラ
・

ド
・
カ
シ
ン
ボ
は
国
防
省
が

統
括
す
る
特
別
班
の
基
地
の

一
つ
で
、
５
日
に
は
リ
オ
州

の
消
防
士
３
０
人
も
、
最
低

１
５
日
間
の
予
定
で
当
地
入

り
し
た
。
同
基
地
に
は
パ
ラ

ナ
、
ミ
ナ
ス
両
州
か
ら
の
消

防
士
も
合
流
す
る
。

　

法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森
林

伐
採
と
火
災
撲
滅
対
策
費

の
調
達
に
関
し
て
は
、
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で
判
明

し
た
汚
職
で
外
国
人
投
資
家

に
損
害
が
生
じ
た
事
で
米
国

司
法
が
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
に
科

し
た
罰
金
２
５
億
レ
ア
ル
か

ら
１
０
億
レ
ア
ル
を
当
て
る

事
で
合
意
成
立
と
検
察
庁
と

総
弁
護
庁
が
５
日
に
発
表
し

た
。
こ
の
罰
金
は
、
米
国
と

の
合
意
に
よ
り
伯
国
当
局
に

用
途
を
決
め
る
権
利
が
与
え

ら
れ
て
い
る
が
、
払
い

出
し
に
は
議
会
の
承
認

が
必
要
だ
。

　

法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
の

森
林
火
災
は
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
が
６
０
日

間
の
焼
畑
禁
止
と
の
大

統
領
令
を
出
し
た
後

　

６
日
、
聖
市
内
の
バ
ス
が

ス
ト
を
行
い
、
市
民
の
足
に

影
響
が
出
た
。
６
日
付
伯
字

紙
な
ど
が
報
じ
て
い
る
。

　

実
際
に
は
、
５
日
午
後
、

４
４
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

内
２
３
を
閉
鎖
す
る
な
ど
し

て
、
市
民
を
戸
惑
わ
せ
た
後

の
総
会
で
、
６
日
に
ス
ト
決

行
と
決
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
聖
州
地
裁
は
同
日
夜
、

「
ピ
ー
ク
時
に
は
７
０
％
以

上
の
バ
ス
を
走
ら
せ
る
」、

「
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
も

５
０
％
以
上
走
行
」
を
義
務

付
け
た
。

　

バ
ス
の
組
合
側
に
よ
る

と
、
５
日
の
ス
ト
に
は
運
転

手
や
車
掌（
コ
ブ
ラ
ド
ー
ル
）

の
約
６
０
％
が
参
加
し
た
と

い
う
。

　

Ｓ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス
社
の
声
明

に
よ
る
と
、
６
日
に
つ
い
て

は
、
午
前
中
は
７
０
％
の
バ

ス
が
稼
動
し
た
が
、
サ
ン
バ

イ
ー
バ
社
の
バ
ス
１
８
線
は

全
面
運
休
し
た
と
い
う
。
聖

市
で
は
、
午
後
も
７
０
％
の

バ
ス
が
稼
動
す
る
見
通
し
と

し
て
い
る
。

　

今
回
の
ス
ト
の
原
因

は
、
市
が
行
う
路
線
の
再
編

で
、
市
内
を
走
る
バ
ス
の
数

が
１
万
３
６
０
０
台
か
ら

１
万
２
７
０
０
台
に
減
り
、

雇
用
が
減
る
こ
と
へ
の
怖
れ

と
、収
益
分
配
へ
の
反
対
だ
。

市
内
で
は
既
に
、
４
５
０
台

の
バ
ス
が
運
行
を
止
め
て
い

る
。
市
側
は
「
交
通
を
円
滑

化
さ
せ
る
に
は
不
可
欠
な
こ

と
」
と
主
張
し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

9月6日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.0727  R$
買　4.0707  R$

円相場
売　0.0381  R$
買　0.0381  R$

連邦検察庁長官指名で物議
　

今
回
の
ア
ラ
ス
氏
指
名

は
、
方
々
か
ら
批
判
の
声
が

出
て
い
る
。
そ
れ
は
同
氏

が
、
１
６
年
ぶ
り
（
長
官
の

任
期
は
２
年
）
に
ト
リ
プ
リ

セ
を
無
視
し
て
選
ば
れ
た
か

ら
だ
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て

は
、
全
国
判
事
協
会
（
Ａ
Ｎ

約
１
千
件
の
工
事
が
ス
ト
ッ
プ

計
画
不
備
や
乏
し
い
技
術
が
原
因

軍
や
国
内
の
消
防
士
も
現
地
へ

ボウソナロ
大統領

職権乱用防止法

合
計
３
６
項
目
に
拒
否
権
行
使

（２）２０１９年 第５３２２号 ９月 ７日 （土曜日）

上 下 水 道

６
日
に
市
内
バ
ス
が
ス
ト

路
線
再
編
な
ど
に
反
対
し

聖 市

釈
放
、
無
罪
、
捜

査
の
合
法
性
の
否

定
に
つ
な
が
る
」

と
し
、
拒
否
を
求

め
て
い
た
。

　

５
日
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

で
拒
否
権
行
使

を
国
民
に
告
げ
た

大
統
領
は
、「
拒

否
は
簡
単
で
は
な

か
っ
た
」
と
語
り
、

モ
ロ
法
相
も
、「
拒

否
権
は
議
会
に
も

配
慮
し
な
が
ら
行

使
さ
れ
た
。
議
員

た
ち
も
理
解
し
て

く
れ
る
は
ず
」
と

も
続
い
て
い
る
。
８
月
の
森

林
火
災
は
３
万
９
０
１
件
で

昨
年
同
月
の
１
万
４
２
１
件

の
約
３
倍
（
１
９
６
％
増
）

で
、
消
火
活
動
や
監
査
も
本

格
後
の
９
月
も
、
５
日
間
で

２
７
９
９
件
起
き
て
い
る
。



　

も
う
す
ぐ
建け

ん

国こ
く

記き

念ね
ん

日び

。
皇こ

う

紀き

２
６
６
５
年ね

ん

、
と
言い

っ

て
も
、
知し

ら
な
い
人ひ

と

が
多お

お

い
だ
ろ
う
が
、
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

６
６
０
年ね

ん

元が
ん

日じ
つ

の
初し

ょ

代だ
い

・
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

即そ
く

位い

か
ら
、
こ
の
２
月が

つ

１
１
日に

ち

で

２
６
６
５
年ね

ん

目め

と
な
る
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。
そ
ん
な
事こ

と

を
言い

う
と
、
す
ぐ
に
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

６
６
０
年ね

ん

な
ど
と
い
う
の
は
、
皇こ

う

室し
つ

の
歴れ

き

史し

を
引ひ

き
延の

ば
し
て
政せ

い

治じ

宣せ
ん

伝で
ん

を
し
た
古こ

事じ

記き

・
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

に
よ
る
も
の
で
、
嘘う

そ

っ
ぱ
ち
に
決き

ま
っ
て
い
る
、
と
切き

り

捨す

て
る
の
が
、
戦せ

ん

後ご

の
歴れ

き

史し

学が
っ

界か
い

の
倣な

ら

い
だ
。
た
と
え
ば
平へ

い

凡ぼ
ん

社し
ゃ

の
世せ

界か
い

大だ
い

百ひ
ゃ
っ

科か

事じ

典て
ん

の
「
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

」
の
項こ

う

で
は

　
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

の
記し

る

す
紀き

年ね
ん

、
辛か

の

酉と
と
り

年の
と
し（
前ま

え

６
６
０
）
即そ

く

位い

、

７
６
年ね

ん

（
前ぜ

ん

５
８
５
）
に
１
２
７
歳さ

い

で
没ぼ

つ

と
い
う
の
は
史し

実じ
つ

を
よ
そ
お
っ
た
造ぞ

う

作さ

で
あ
り
，
６
～
７
世せ

い

紀き

の
記き

紀き

神し
ん

話わ

形け
い

成せ
い

期き

に
今い

ま

見み

る
よ
う
な
形か

た
ちに
物も

の

語が
た
り

化か

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
史し

実じ
つ

を
よ
そ
お
っ
た
造ぞ

う

作さ

」
な
ど
と
、
い
か
に
も
冷ひ

や
や

か
な
記き

述じ
ゅ
つで
あ
る
。
こ
う
い
う
冷つ

め

た
い
視し

線せ
ん

で
歴れ

き

史し

を
眺な

が

め
な

け
れ
ば
、
客

き
ゃ
く

観か
ん

的て
き

・
学が

く

問も
ん

的て
き

に
な
れ
な
い
、
と
い
う
思お

も

い
こ
み

が
あ
る
よ
う
だ
。

　

そ
れ
で
は
歴れ

き

史し

事じ

実じ
つ

と
し
て
、日に

本ほ
ん

の
建け

ん

国こ
く

は
い
つ
誰だ

れ

に
よ
っ

て
行お

こ
な
わ
れ
た
の
か
、
と
疑ぎ

問も
ん

に
思お

も
っ
て
も
、
具ぐ

体た
い

的て
き

な
記き

述じ
ゅ
つは

な
い
。「
史し

実じ
つ

を
よ
そ
お
っ
た
造ぞ

う

作さ

」
と
批ひ

判は
ん

だ
け
し
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
説せ

つ

を
示し

め

さ
な
い
の
は
、
日ひ

の
丸ま

る

・
君き

み

が
代よ

を
国こ

っ

旗き

・
国こ

っ

歌か

と
認み

と

め
な
い
、
と
因い

ん

縁ね
ん

を
つ
け
な
が
ら
、
代か

わ
り
の
国こ

っ

旗き

・

国こ
っ

歌か

を
提て

い

案あ
ん

し
な
い
日に

っ

教き
ょ
う

組そ

と
よ
く
似に

て
い
る
。

　
こ
う
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うの
中な

か

で
、
厳げ

ん

密み
つ

な
資し

料り
ょ
う

批ひ

判は
ん

に
基も

と

づ
い
て
、

日に

本ほ
ん

の
建け

ん

国こ
く

の
年ね

ん

代だ
い

に
関か

ん

し
て
合ご

う

理り

的て
き

な
仮か

説せ
つ

を
提て

い

示じ

し
た

本ほ
ん

が
現あ

ら
わ
れ
た
。
八や

木ぎ

壮そ
う

司じ

氏し

の
「
古こ

代だ
い

天て
ん

皇の
う

は
な
ぜ
殺こ

ろ

さ
れ

た
の
か
」［
１
］
で
あ
る
。
本ほ

ん

号ご
う

で
は
建け

ん

国こ
く

記き

念ね
ん

の
日ひ

を
機き

に
、

読ど
く

者し
ゃ

を
壮そ

う

大だ
い

な
古こ

代だ
い

ロ
マ
ン
の
世せ

界か
い

に
誘い

ざ
な
う
八や

木ぎ

氏し

の
仮か

説せ
つ

を

ご
紹

し
ょ
う

介か
い

し
よ
う
。

　

建け
ん

国こ
く

の
年と

し

の
推す

い

定て
い

に
入は

い

る
前ま

え

に
、
ま
ず
「
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

が

１
２
７
歳さ

い

で
没ぼ

っ

し
た
」と
い
う
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

の
謎な

ぞ

に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
て
み
よ
う
。

　

誰だ
れ

で
も
「
そ
ん
な
馬ば

鹿か

な
」
と
思お

も

い
、
そ
こ
か
ら
簡か

ん

単た
ん

に

「
造ぞ

う

作さ

説せ
つ

」
に
引ひ

き
込こ

ま
れ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
異い

様よ
う

な
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

が
皇こ

う

室し
つ

の
歴れ

き

史し

を
引ひ

き
延の

ば

す
た
め
の
「
造ぞ

う

作さ

」
と
い
う
仮か

説せ
つ

で
は
説せ

つ

明め
い

し
き
れ
な
い
点て

ん

が

大や

和ま
と

の
国く

に

と
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

２０05年
ねん

2 月
がつ

6 日
か

版
ばん

あ
る
。

　

確た
し

か
に
初し

ょ

代だ
い

・
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

は
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

で
は
１
２
７
歳さ

い

だ

が
、
第だ

い

２
代だ

い

綏す
い

靖ぜ
い

８
４
歳さ

い

、
第だ

い

３
代だ

い

安あ
ん

寧ね
い

５
７
歳さ

い

と
「
短た

ん

命め
い

」
と
な
り
、
第だ

い

４
代だ

い

懿い

徳と
く

か
ら
第だ

い

８
代だ

い

考こ
う

元げ
ん

ま
で
は
記き

載さ
い

な
し
で
、
第だ

い

９
代だ

い

開か
い

化か

天て
ん

皇の
う

で
よ
う
や
く
１
１
５
歳さ

い

と
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

に
戻も

ど

る
。

　

歴れ
き

史し

を
引ひ

き
延の

ば
す
た
め
に
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

を
造ぞ

う

作さ
く

し
た
と
い
う
仮か

説せ
つ

な
ら

・
な
ぜ
短た

ん

命め
い

の
天て

ん

皇の
う

を
わ
ざ
わ
ざ
記き

載さ
い

し
た
の
か
？
歴れ

き

史し

を
引ひ

き
延の

ば
す
た
め
な
ら
、
神じ

ん

武む

１
２
７
歳さ

い

、
安あ

ん

寧ね
い

５
７
歳さ

い

と
す

る
よ
り
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

９
２
歳さ

い

と
し
た
方ほ

う

が
、
よ
り
「
史し

実じ
つ

」
ら
し

く
見み

え
る
。
逆ぎ

ゃ
くに
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

に
し
た
方ほ

う

が
、
天て

ん

皇の
う

の
神し

ん

秘ぴ

的て
き

権け
ん

威い

が
高た

か

ま
る
、
と
い
う
な
ら
、
短た

ん

命め
い

な
天て

ん

皇の
う

を
記し

る

す
こ
と
は
逆

ぎ
ゃ
く

効こ
う

果か

だ
。

・
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
年ね

ん

齢れ
い

の
記き

録ろ
く

の
な
い
天て

ん

皇の
う

が
い
る
の
か
？

歴れ
き

史し

を
引ひ

き
延の

ば
す
事こ

と

が
目も

く

的て
き

な
ら
、
す
べ
て
の
天て

ん

皇の
う

の
年ね

ん

齢れ
い

を
で
っ
ち
上あ

げ
る
は
ず
だ
。

・
歴れ

き

史し

を
延の

ば
す
た
め
に
は
、
天て

ん

皇の
う

を
異い

様よ
う

な
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

に
す
る

よ
り
、
も
っ
と
簡か

ん

単た
ん

で
史し

実じ
つ

ら
し
く
見み

せ
る
手て

が
あ
る
。
架か

空く
う

の
天て

ん

皇の
う

を
何な

ん

代だ
い

も
で
っ
ち
あ
げ
て
、
系け

い

譜ふ

に
挿そ

う

入に
ゅ
うす
れ
ば
よ
い
。

世せ

代だ
い

数す
う

が
増ふ

え
れ
ば
、
権け

ん

威い

も
増ま

す
。

　
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

の
編へ

ん

者じ
ゃ

た
ち
は
、
こ
ん
な
矛む

盾じ
ゅ
んに
も
気き

が
つ
か
ず

に
、単た

ん

に
非ひ

現げ
ん

実じ
つ

的て
き

な
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

を
「
造ぞ

う

作さ

」
し
た
ほ
ど
、愚お

ろ

か
だ
っ

た
、
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
と
も
、
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

造ぞ
う

作さ

説せ
つ

が
抱か

か

え

る
こ
の
程て

い

度ど

の
単た

ん

純じ
ゅ
んな
矛む

盾じ
ゅ
んに
気き

が
つ
か
な
い
現げ

ん

代だ
い

の
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

が
愚お

ろ

か
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
こ
の
問も

ん

題だ
い

に
対た

い

し
て
、
八や

木ぎ

氏し

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
史し

書し
ょ

を
丹た

ん

念ね
ん

に

調し
ら

べ
、
有ゆ

う

名め
い

な
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

の
原げ

ん

典て
ん

と
な
っ
た
「
魏ぎ

略り
ゃ
く」
と

い
う
本ほ

ん

に
「
そ
の
俗ぞ

く

、
正せ

い

歳さ
い

四し

節せ
つ

を
知し

ら
ず
。
た
だ
春

し
ゅ
う

耕こ
う

秋
し
ゅ
う

収し
ゅ
うを
計は

か

っ
て
年ね

ん

紀き

と
為な

す
」
と
い
う
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
の
に
注

ち
ゅ
う

目も
く

す

る
。「
倭わ

人じ
ん

は
四し

季き

に
基も

と

づ
く
正た

だ

し
い
暦れ

き

法ほ
う

を
知し

ら
ず
、
春は

る

の

耕こ
う

作さ
く

の
始は

じ

ま
り
と
、
秋あ

き

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

の
と
き
を
数か

ぞ

え
て
年ね

ん

数す
う

に
し
て

い
る
」
と
言い

う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
八や

木ぎ

氏し

は
、
古こ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
春は

る

と
秋あ

き

に
一い

ち

年ね
ん

が
始は

じ

ま
る
「
二に

倍ば
い

年ね
ん

」
の
暦こ

よ
み
を
使つ

か

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
推す

い

察さ
つ

す
る
。
今い

ま

の
１
年ね

ん

を
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
うで
２
年ね

ん

と
数か

ぞ

え
る
暦れ

き

法ほ
う

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

１
２
７
歳さ

い

と
い
う
の
は
、

６
３
、４
歳さ

い

に
あ
た
る
。
第だ

い

３
代だ

い

安あ
ん

寧ね
い

５
７
歳さ

い

は
２
８
、９

歳さ
い

で
、
ま
さ
に
夭よ

う

折せ
つ

で
あ
る
。
記き

紀き

（
古こ

事じ

記き

・
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

）
を
通つ

う

じ
て
最も

っ
と
も
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

と
さ
れ
た
第だ

い

１
０
代だ

い

崇す

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

が

１
６
８
歳さ

い

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
８
４
歳さ

い

と
な
り
、
あ
り
え
な

い
年ね

ん

齢れ
い

で
は
な
い
。

　

お
そ
ら
く
記き

紀き

が
編あ

ま
れ
た
８
世せ

い

紀き

頃ご
ろ

に
は
、
す
で
に

「
倍ば

い

年ね
ん

法ほ
う

」
は
忘わ

す

れ
去さ

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

編へ
ん

纂さ
ん

者し
ゃ

た
ち
は
伝つ

た

え
ら
れ
た
異い

様よ
う

な
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

は
そ
の
通と

お

り
に
記し

る

し
、
年ね

ん

齢れ
い

が
分わ

か
ら
な
い
天て

ん

皇の
う

は
そ
の
ま
ま
不ふ

詳し
ょ
うと
し
た
。

そ
れ
は
伝で

ん

承し
ょ
うさ
れ
た
歴れ

き

史し

を
、
そ
の
ま
ま
に
文も

字じ

に
記し

る

そ
う

と
す
る
、
き
わ
め
て
学が

く

問も
ん

的て
き

な
態た

い

度ど

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
い
う
人ひ

と

々び
と

に
と
っ
て
は
、
史し

実じ
つ

と
し
て
伝つ

た

え
ら
れ
て
い

な
い
架か

空く
う

の
天て

ん

皇の
う

を
勝か

っ

手て

に
造ぞ

う

作さ

す
る
な
ど
と
い
う
事こ

と

は
思お

も

い

も
よ
ら
な
い
事こ

と

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

八や

木ぎ

氏し

の
「
倍ば

い

年ね
ん

法ほ
う

」
仮か

説せ
つ

な
ら
、「
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

造ぞ
う

作さ

」
仮か

説せ
つ

で
は
説せ

つ

明め
い

の
つ
か
な
い
前ぜ

ん

節せ
つ

の
３
つ
の
疑ぎ

問も
ん

を
簡か

ん

単た
ん

明め
い

瞭り
ょ
うに
説せ

つ

明め
い

で
き
る
の
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

で
は
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

即そ
く

位い

の
年と

し

を
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

６
６
０
年ね

ん

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

の
時じ

代だ
い

に
、
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

が
船せ

ん

団だ
ん

を

組く

ん
で
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うか
ら
大や

和ま
と

に
攻せ

め
込こ

む
、
と
い
う
の
は
、
や
は
り

非ひ

現げ
ん

実じ
つ

的て
き

だ
ろ
う
。
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

で
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
古ふ

る

い
年ね

ん

代だ
い

を
持も

ち
出だ

し
た
か
、
に
つ
い
て
は
、
古ふ

る

く
か
ら
の
定て

い

説せ
つ

が
あ

る
。
明め

い

治じ

期き

の
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

、
那な

珂か

通み
ち

世よ

の
い
わ
ゆ
る
「
辛

か
の
と

酉と
り

革か
く

命め
い

説せ
つ

」
で
あ
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

古こ

代だ
い

で
は
、
甲き

の
え
・
乙き

の
と
な
ど
の
十じ

っ

干か
ん

と
、
子ね

・
丑う

し

・
寅と

ら

な
ど
の
十

じ
ゅ
う

二に

支し

を
組く

み
合あ

わ
せ
て
、
６
０
年ね

ん

で
一い

ち

巡じ
ゅ
んす
る
暦れ

き

法ほ
う

を
採さ

い

用よ
う

し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
２
１
巡

じ
ゅ
ん

目め

、
す
な
わ
ち

１
２
６
０
年ね

ん

目め

の
辛

か
の
と

酉と
り

の
年と

し

に
は
、
王お

う

朝ち
ょ
うが
覆

く
つ
が
えさ
れ
る
大だ

い

革か
く

命め
い

の
年と

し

に
な
る
と
い
う
讖し

ん

緯い

説せ
つ

な
る
俗ぞ

く

説せ
つ

が
あ
っ
た
。

　

推す
い

古こ

天て
ん

皇の
う

９
年ね

ん

（
６
０
１
年ね

ん

）
が
辛

か
の
と

酉と
り

で
あ
り
、
そ
の

１
２
６
０
年ね

ん

前ま
え

に
大だ

い

革か
く

命め
い

が
起お

き
た
は
ず
で
、
そ
れ
が
初し

ょ

代だ
い

・
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

の
即そ

く

位い

の
年と

し

で
あ
っ
た
に
違ち

が

い
な
い
、
と
設せ

っ

定て
い

し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
説せ

つ

に
対た

い

し
て
、
八や

木ぎ

氏し

は
２
つ
の
難な

ん

点て
ん

を
挙あ

げ
る
。
ま

ず
１
２
６
０
年ね

ん

毎ご
と

に
大だ

い

革か
く

命め
い

が
あ
る
と
い
う
讖し

ん

緯い

説せ
つ

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
は
社し

ゃ

会か
い

不ふ

安あ
ん

を
煽あ

お

る
俗ぞ

く

説せ
つ

と
し
て
、
し
ば
し
ば
禁き

ん

止し

さ

れ
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

編へ
ん

纂さ
ん

に
加く

わ

わ
っ
た
当と

う

時じ

一い
ち

流り
ゅ
うの
学が

く

者し
ゃ

た

ち
は
、
当と

う

然ぜ
ん

、
こ
の
事こ

と

を
知し

っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
ま
し
て
や

万ば
ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

を
意い

識し
き

す
る
大や

和ま
と

朝ち
ょ
う

廷て
い

で
、
こ
ん
な
不ふ

吉き
つ

な
俗ぞ

く

説せ
つ

を
正せ

い

史し

に
採さ

い

用よ
う

す
る
と
は
考か

ん
が
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

９
年ね

ん

も
、
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
斑い

か

鳩る
が

の
宮み

や

を
建た

て

た
ほ
か
は
、
新し

ら

羅ぎ

と
の
緊き

ん

張ち
ょ
うが
高た

か

ま
る
程て

い

度ど

の
比ひ

較か
く

的て
き

平へ
い

穏お
ん

な
年と

し

で
あ
っ
た
。
と
う
て
い
王お

う

朝ち
ょ
うが
覆

く
つ
が
える
よ
う
な
大だ

い

革か
く

命め
い

の
年と

し

で
は
な
い
。

　

従
じ
ゅ
う

来ら
い

の
仮か

説せ
つ

で
は
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

即そ
く

位い

を
讖し

ん

緯い

説せ
つ

に
よ
っ
て

１
２
６
０
年ね

ん

前ま
え

に
設せ

っ

定て
い

し
、
こ
こ
か
ら
歴れ

き

代だ
い

の
天て

ん

皇の
う

の
治ち

世せ
い

を
逆

ぎ
ゃ
く

算さ
ん

し
て
当あ

て
は
め
た
た
め
に
、
無む

理り

な
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

が
造ぞ

う

作さ

さ

れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八や

木ぎ

氏し

は
逆ぎ

ゃ
くに
、
倍ば

い

年ね
ん

法ほ
う

で
異い

様よ
う

な
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

が
伝つ

た

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
建け

ん

国こ
く

の
年ね

ん

代だ
い

を
推す

い

定て
い

し
た
の
で
、途と

方ほ
う

も
な
い
昔む

か
しと
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
考か

ん
が
え
る
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

即そ
く

位い

は
何な

ん

年ね
ん

だ
っ
た
の
か
。
記き

紀き

に
よ
れ
ば
、
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

は
幼よ

う

名み
ょ
うを
狭さ

の

野の

命み
こ
とと
申も

う

し
上あ

げ
、

現げ
ん

在ざ
い

の
宮み

や

崎ざ
き

県け
ん

高た
か

原は
る

町ち
ょ
う

狭さ

野の

に
生う

ま
れ
た
。
長ち

ょ
う
じ
て
大お

お

八や

島し
ま

（
日に

本ほ
ん

）
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

で
あ
る
大や

和ま
と

に
都み

や
こ
を
置お

こ
う
と
、
宮み

や

崎ざ
き

市し

と

延の
べ

岡お
か

市し

の
間あ

い
だに
あ
る
美み

み々

津つ

か
ら
船せ

ん

団だ
ん

を
発は

っ

し
、
宇う

沙さ

（
大お

お

分い
た

県け
ん

宇う

佐さ

市し

）、
阿あ

岐き

国の
く
に（
広ひ

ろ

島し
ま

）、
吉き

備び
の

国く
に

（
岡お

か

山や
ま

）
を
通と

お

ら
れ
て
、
浪な

み

速は
や

国の
く
にに
た
ど
り
着つ

い
た
。
そ
こ
で
地じ

元も
と

勢ぜ
い

に
襲お

そ

わ
れ
て
苦く

戦せ
ん

し
、
紀き

伊い

の
国く

に

（
和わ

歌か

山や
ま

）
熊く

ま

野の

を
迂う

回か
い

し
て
、

吉よ
し

野の

か
ら
大や

和ま
と

に
入は

い

り
、
辛

か
の
と

酉と
り

の
年と

し

の
正

し
ょ
う

月が
つ

に
初し

ょ

代だ
い

天て
ん

皇の
う

と

し
て
即そ

く

位い

し
た
。
そ
の
足そ

く

跡せ
き

が
各か

く

地ち

の
地ち

名め
い

や
神じ

ん

社じ
ゃ

、
祭ま

つ

り
、

物ぶ
っ

産さ
ん

と
な
っ
て
今い

ま

も
残の

こ

さ
れ
て
い
る
［
Ａ
］。

　
こ
の
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

の
年ね

ん

代だ
い

に
つ
い
て
、
八や

木ぎ

氏し

は
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

の
次つ

ぎ

の
有ゆ

う

名め
い

な
一い

っ

節せ
つ

に
着

ち
ゃ
く

目も
く

す
る
。

　
そ
の
国く

に

、
も
と
ま
た
男だ

ん

子し

を
以も

っ

て
王お

う

と
為な

す
。
住と

ど

ま
る
こ

と
七し

ち

、
八は

ち

十じ
ゅ
う

年ね
ん

、
倭わ

国こ
く

乱み
だ

れ
、
相あ

い

攻こ
う

伐ば
つ

す
る
こ
と
暦れ

き

年ね
ん

、
乃

す
な
わ

ち
一い

ち

女じ
ょ

子し

を
共

き
ょ
う

立り
つ

し
て
王お

う

と
為な

す
。
名な

は
卑ひ

弥み

呼こ

と
い
う
。

　

倭わ

国こ
く

で
は
も
と
は
男だ

ん

王お
う

が
立た

っ
て
い
た
が
、
７
、８
０
年ね

ん

に

し
て
乱み

だ

れ
、
戦た

た
かい
が
何な

ん

年ね
ん

か
続つ

づ

い
た
後あ

と

、
卑ひ

弥み

呼こ

を
女じ

ょ

王お
う

と

し
て
共

き
ょ
う

立り
つ

し
た
。
こ
の
「
倭わ

国こ
く

乱み
だ

れ
」
こ
そ
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

に
よ

る
戦せ

ん

乱ら
ん

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
伝つ

た

わ
っ
た
記き

事じ

な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

の
が
、
八や

木ぎ

氏し

の
仮か

説せ
つ

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
「
倭わ

国こ
く

乱み
だ

れ
」
は
い
つ
な
の
か
。
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

よ
り
約や

く

２
百

ひ
ゃ
く

年ね
ん

後ご

に
書か

か
れ
た
『
後ご

漢か
ん

書じ
ょ

』
で
は
「
桓か

ん

・
霊れ

い

の
間あ

い
だ、
倭わ

国こ
く

大お
お

い
に
乱み

だ

れ
」
と
あ
り
、
倭わ

国こ
く

の
大た

い

乱ら
ん

を
後ご

漢か
ん

の

桓か
ん

帝て
い

と
霊れ

い

帝て
い

の
間あ

い
だ
（
西せ

い

暦れ
き

１
４
６
年ね

ん

か
ら
１
８
９
年ね

ん

）
と
し

て
い
る
。
こ
の
間か

ん

の
辛

か
の
と

酉と
り

の
年と

し

は
西せ

い

暦れ
き

１
８
１
年ね

ん

で
あ
り
、
こ

れ
が
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

即そ
く

位い

の
年と

し

だ
っ
た
、
と
い
う
の
が
八や

木ぎ

氏し

の
説せ

つ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

我わ

が
国く

に

は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
建け

ん

国こ

く

さ
れ
た
の
か
？

（３） ２０１９年第５３２２号 	 ９月	 ７日	（土曜日）

で
あ
る
。

　

神じ
ん

武む

即そ
く

位い

が
１
８
１
年ね

ん

と
い
う
仮か

説せ
つ

が
、
他た

の
史し

実じ
つ

や
文ぶ

ん

献け
ん

と
矛む

盾じ
ゅ
んが
生し

ょ
うじ
な
い
か
、
八や

木ぎ

氏し

は
子し

細さ
い

に
検け

ん

討と
う

す
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
時じ

代だ
い

に
は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

に
は
楽ら

く

浪ろ
う

郡ぐ
ん

や
帯た

い

方ほ
う

郡ぐ
ん

と
い
っ
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

側が
わ

の
出で

先さ
き

機き

関か
ん

が
設も

う

け
ら
れ
て
い
た
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

で
の
い
わ
ば
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

統と
う

轄か
つ

拠き
ょ

点て
ん

だ
が
、
倭わ

国こ
く

に
関か

ん

す
る

情じ
ょ
う

報ほ
う

は
郡ぐ

ん

庁ち
ょ
うで
整せ

い

理り

さ
れ
て
、
首し

ゅ

都と

・
洛ら

く

陽よ
う

に
送お

く

ら
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
倭わ

国こ
く

に
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

の
よ
う
な
大お

お

き
な
戦せ

ん

乱ら
ん

が
あ
れ
ば
、
そ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
こ
こ
を
通つ

う

じ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
伝つ

た

え
ら
れ

て
い
た
の
は
当と

う

然ぜ
ん

だ
ろ
う
。

　

ま
た
『
後ご

漢か
ん

書じ
ょ

』
に
よ
れ
ば
、
西せ

い

暦れ
き

１
０
７
年ね

ん

に
倭わ

国こ
く

王お
う

「
師す

い

升し
ょ
う」
が
生せ

い

口こ
う

（
使し

用よ
う

人に
ん

）
１
６
０
人に

ん

を
後ご

漢か
ん

の
安あ

ん

帝て
い

に
献け

ん

じ
た
。
こ
れ
だ
け
の
人に

ん

数ず
う

を
使し

節せ
つ

、
衛え

い

兵へ
い

と
と
も
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に

送お
く

れ
る
だ
け
の
船ふ

ね

が
作つ

く

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
７
０
年ね

ん

ほ

ど
後あ

と

に
、
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

が
船せ

ん

団だ
ん

を
組く

ん
で
瀬せ

戸と

内な
い

海か
い

を
渡わ

た

っ
た

と
い
う
の
は
、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

的て
き

に
も
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

、
可か

能の
う

な
事こ

と

で
あ
っ
た
、
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。

　

次つ
ぎ

に
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の
在ざ

い

位い

年ね
ん

数す
う

で
見み

て
み
る
と
、
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

即そ
く

位い

を
１
８
１
年ね

ん

と
す
る
と
、
昭

し
ょ
う

和わ

の
末ま

つ

年ね
ん

ま
で
で

１
８
８
０
年ね

ん

で
あ
り
、
こ
れ
を
１
２
５
代だ

い

で
割わ

る
と
、
天て

ん

皇の
う

一い
ち

代だ
い

あ
た
り
の
平へ

い

均き
ん

在ざ
い

位い

年ね
ん

数す
う

は
１
４
・５
年ね

ん

と
な
る
。

　

天て
ん

皇の
う

の
即そ

く

位い

年ね
ん

が
文ぶ

ん

献け
ん

上じ
ょ
う、
正せ

い

確か
く

に
分わ

か
る
の
は
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
父ち

ち

君ぎ
み

で
あ
る
第だ

い

３
１
代だ

い

用よ
う

明め
い

天て
ん

皇の
う

で
あ
り
、
そ
の
即そ

く

位い

か
ら
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
崩ほ

う

御ぎ
ょ

ま
で
９
４
代だ

い

で
計け

い

算さ
ん

す
る
と
、
平へ

い

均き
ん

在ざ
い

位い

年ね
ん

数す
う

は
１
４
・９
年ね

ん

と
な
る
。

　

神じ
ん

武む

即そ
く

位い

か
ら
の
１
４
・５
年ね

ん

は
、こ
れ
に
比ひ

較か
く

す
る
と
０
・

４
年ね

ん

短み
じ
かい
が
、
古こ

代だ
い

の
平へ

い

均き
ん

寿じ
ゅ

命み
ょ
うが
短み

じ
か
か
っ
た
と
考か

ん
が
え
れ
ば
、

ほ
ぼ
妥だ

当と
う

な
数す

う

字じ

と
言い

え
る
。
神じ

ん

武む

即そ
く

位い

は
西せ

い

暦れ
き

１
８
１
年ね

ん

と
い
う
仮か

説せ
つ

は
、
技ぎ

術じ
ゅ
つや
経け

い

済ざ
い

の
発は

っ

展て
ん

段だ
ん

階か
い

、
お
よ
び
、
内な

い

外が
い

の
文ぶ

ん

献け
ん

上じ
ょ
うと
も
う
ま
く
整せ

い

合ご
う

す
る
の
で
あ
る
。

　

残の
こ

る
問も

ん

題だ
い

は
、
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

で
は
倭わ

国こ
く

大た
い

乱ら
ん

の
後あ

と

に
卑ひ

弥み

呼こ

が
共

き
ょ
う

立り
つ

さ
れ
た
と
い
う
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

と
、
記き

紀き

で
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

が
即そ

く

位い

し
て
建け

ん

国こ
く

し
た
大や

和ま
と

の
国く

に

と
の
関か

ん

係け
い

で
あ
る
。

　

ま
ず
注

ち
ゅ
う

意い

す
べ
き
は
、
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

軍ぐ
ん

が
制せ

い

し
た
版は

ん

図と

は
、

奈な

良ら

盆ぼ
ん

地ち

の
南

み
な
み

半は
ん

分ぶ
ん

で
し
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。

東と
う

征せ
い

軍ぐ
ん

が
戦

た
た
か
っ
た
地じ

元も
と

勢ぜ
い

と
の
戦た

た
かい
の
記き

録ろ
く

は
、
ほ
ぼ
こ
の
地ち

域い
き

に
限か

ぎ

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
初し

ょ

代だ
い

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

か
ら
第だ

い

８
代だ

い

孝こ
う

元げ
ん

天て
ん

皇の
う

ま
で
、
各か

く

代だ
い

で
建け

ん

設せ
つ

さ
れ
た
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

は
、
す
べ
て
奈な

良ら

盆ぼ
ん

地ち

の
南み

な
み３
分ぶ

ん

の
１
ほ

ど
の
地ち

に
限か

ぎ

ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
第だ

い

５
代だ

い

孝こ
う

昭し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

を
除の

ぞ

い
て
、
第だ

い

８
代だ

い

ま
で
は
い
ず
れ
も
正せ

い

妃ひ

は
奈な

良ら

盆ぼ
ん

地ち

南な
ん

部ぶ

か

ら
迎む

か

え
て
い
る
。
よ
う
や
く
建け

ん

国こ
く

さ
れ
た
大や

和ま
と

の
国く

に

は
、
第だ

い

８

代だ
い

ま
で
は
奈な

良ら

盆ぼ
ん

地ち

の
南

み
な
み

半は
ん

分ぶ
ん

を
版は

ん

図と

と
す
る
小

し
ょ
う

国こ
く

だ
っ
た
の

だ
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

に
よ
れ
ば
、
卑ひ

弥み

呼こ

の
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

は
７
万ま

ん

余よ

戸ど

と
伝つ

た

え
ら
れ
、
人じ

ん

口こ
う

は
５
０
万ま

ん

人に
ん

ほ
ど

も
あ
っ
た
と
推す

い

定て
い

さ
れ
る
。
同ど

う

時じ

代だ
い

に
魏ぎ

に
滅ほ

ろ

ぼ
さ
れ
た
燕え

ん

の

国く
に

は
戸こ

数す
う

４
万ま

ん

と
い
う
か
ら
、
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

は
そ
の
２
倍ば

い

近ち
か

い

大た
い

国こ
く

で
あ
る
。

　

卑ひ

弥み

呼こ

は
２
３
９
年ね

ん

に
倭わ

国こ
く

連れ
ん

合ご
う

の
盟め

い

主し
ゅ

と
し
て
魏ぎ

に
使し

節せ
つ

団だ
ん

を
送お

く

り
、
魏ぎ

は
こ
れ
に
応こ

た

え
て
「
親し

ん

魏ぎ

倭わ

王お
う

」
の
金き

ん

印い
ん

と
銅ど

う

鏡き
ょ
う１
０
０
枚ま

い

を
送お

く

っ
た
。
こ
の
称

し
ょ
う

号ご
う

も
大た

い

量り
ょ
うの
銅ど

う

鏡き
ょ
うも
、

史し

上じ
ょ
う

例れ
い

の
な
い
厚こ

う

遇ぐ
う

で
あ
っ
た
。
魏ぎ

と
し
て
は
呉ご

、
蜀し

ょ
くへ
の
対た

い

抗こ
う

上じ
ょ
う、
強

き
ょ
う

大だ
い

な
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

を
ぜ
ひ
と
も
味み

方か
た

に
つ
け
て
お
く

必ひ
つ

要よ
う

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。［
Ｂ
］

　
こ
の
銅ど

う

鏡き
ょ
うは
東ひ

が
し
は
群ぐ

ん

馬ま

か
ら
西に

し

は
島し

ま

根ね

、
山や

ま

口ぐ
ち

ま
で
、
複ふ

く

製せ
い

品ひ
ん

を
含ふ

く

め
て
９
枚ま

い

が
出

し
ゅ
つ

土ど

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
卑ひ

弥み

呼こ

が

倭わ

国こ
く

連れ
ん

合ご
う

に
属ぞ

く

す
る
国く

に

々ぐ
に

に
自み

ず
か
ら
の
権け

ん

威い

づ
け
の
た
め
に
贈お

く
っ

た
も
の
と
見み

ら
れ
る
。
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

は
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うに
あ
っ
た
と
い
う
説せ

つ

と
、
近き

ん

畿き

地ち

方ほ
う

に
あ
っ
た
と
い
う
説せ

つ

が
あ
る
が
、
銅ど

う

鏡き
ょ
うの
出

し
ゅ
つ

土ど

地ち

域い
き

を
考か

ん
が
え
れ
ば
、
後こ

う

者し
ゃ

が
有ゆ

う

力り
ょ
くと
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。

　

魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

に
よ
れ
ば
、
２
４
７
年ね

ん

に
は
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

は
そ

の
南み

な
みに
位い

置ち

し
て
い
た
狗く

奴な

国こ
く

か
ら
激は

げ

し
い
攻こ

う

撃げ
き

を
受う

け
、
魏ぎ

の
救

き
ゅ
う

援え
ん

を
あ
お
ぐ
。
魏ぎ

は
軍ぐ

ん

事じ

顧こ

問も
ん

と
も
い
う
べ
き
武ぶ

官か
ん

を

１
．
日に

本ほ
ん

の
建け

ん

国こ
く

は
、

　
　
い
つ
誰だ

れ

に
よ
っ
て
行お

こ
な

わ
れ
た
の
か

根ね

」
神し

ん

話わ

に
こ
め
ら
れ
た
建け

ん

国こ
く

の
理り

想そ
う

を
読よ

む
。

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
６
７
）

「
日に

っ

中ち
ゅ
う

友ゆ
う

好こ
う

２
千せ

ん

年ね
ん

」
と

い
う
虚き

ょ

構こ
う　

日に

本ほ
ん

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
冊さ

っ

封ぽ
う

体た
い

制せ
い

と
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

を

拒き
ょ

否ひ

し
、
適て

き

度ど

の
距き

ょ

離り

感か
ん

を

保た
も
っ
て
き
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
八や

木ぎ

壮そ
う

司じ

『
古こ

代だ
い

天て
ん

皇の
う

は
な
ぜ
殺こ

ろ

さ
れ
た
の
か
』、
角か

ど

川か
わ

書し
ょ

店て
ん

、
Ｈ
１
６

２
．
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

１
２
７
歳さ

い

！
？

３
．「
古こ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

で
は

          

１
年ね

ん

を
春し

ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

で

          

２
年ね

ん

と
数か

ぞ

え
て
い
た
」

天て
ん

を
戴い

た
だ
く
こ
と
の
で
き
ぬ
国く

に

で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
点て

ん

か
ら
見み

て
も
、
八や

木ぎ

氏し

の
仮か

説せ
つ

は
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くを
持も

つ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
７
４
）「
お
お
み
た
か
ら
」
と
「
一ひ

と
つ
屋や

４
．「
辛か

の
と

酉と
り

革か
く

命め
い

説せ
つ

」
へ
の
疑ぎ

問も
ん

５
．「
倭わ

国こ
く

大た
い

乱ら
ん

」
と
は

         

神じ
ん

武む

の
東と

う

征せ
い

６
．
神じ

ん

武む

即そ
く

位い

は
西せ

い

暦れ
き

１
８
１
年ね

ん

７
．
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

と
大や

和ま
と

の
国く

に

８
．
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

対た
い

大や

和ま
と

の
国く

に

派は

遣け
ん

す
る
が
、
そ
の
戦た

た
かい
の
最さ

い

中ち
ゅ
うに
卑ひ

弥み

呼こ

は
亡な

く
な
る
。
あ
と
を
継つ

い
で
第だ

い

２
代だ

い

女じ
ょ

王お
う

・
壱い

与よ

が

共き
ょ
う

立り
つ

さ
れ
、
２
６
６
年ね

ん

に
は
魏ぎ

に
使つ

か

い
を
出だ

す

が
、
こ
れ
を
最さ

い

後ご

に
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

は
幻

ま
ぼ
ろ
しの
よ
う
に
消き

え
て
し
ま
う
。

　

邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

が
大や

和ま
と

の
国く

に

だ
っ
た
、
と
い
う
の
が
、

従じ
ゅ
う

来ら
い

、
有ゆ

う

力り
ょ
くな
説せ

つ

だ
っ
た
が
、
卑ひ

弥み

呼こ

―
壱い

与よ

の
よ
う
に
女じ

ょ

王お
う

が
２
代だ

い

続つ
づ

く
こ
と
は
皇こ

う

室し
つ

で
は
あ

り
え
な
い
。
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

を
南な

ん

部ぶ

か
ら
攻こ

う

撃げ
き

し
た

狗く

奴な

国こ
く

こ
そ
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

の
建け

ん

国こ
く

し
た
大や

和ま
と

の
国く

に

だ
っ
た
、
と
い
う
の
が
、
八や

木ぎ

氏し

の
仮か

説せ
つ

で
あ
る
。

狗く

奴な

は
「
熊く

ま

野の

」
で
あ
り
、
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

は
熊く

ま

野の

か
ら
大や

和ま
と

盆ぼ
ん

地ち

に
入は

い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

の
壱い

与よ

が
隋ず

い

に
最さ

い

後ご

の
使つ

か

い
を
出だ

し
た
の
が
２
６
６
年ね

ん

。
先さ

き

の
平へ

い

均き
ん

在ざ
い

位い

年ね
ん

数す
う

１
４
・
５
年ね

ん

か
ら
計け

い

算さ
ん

す
る
と
、
第だ

い

８
代だ

い

孝こ
う

元げ
ん

天て
ん

皇の
う

の
即そ

く

位い

が
２
５
７
年ね

ん

前ぜ
ん

後ご

と
推す

い

定て
い

さ
れ
る
。

そ
の
次つ

ぎ

の
開か

い

化か

天て
ん

皇の
う

は
奈な

良ら

盆ぼ
ん

地ち

南な
ん

部ぶ

か
ら
一い

っ

挙き
ょ

に
飛と

び
出だ

し
て
、
そ
の
北ほ

く

端た
ん

、
奈な

良ら

市し

春か
す

日が

の

地ち

に
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

を
構か

ま

え
、
正せ

い

妃ひ

も
初は

じ

め
て
こ
の
地ち

か
ら

迎む
か

え
た
。
さ
ら
に
山や

ま

背し
ろ

（
京

き
ょ
う

都と

府ふ

）
や
北き

た

河か
わ

内ち

（
大お

お

阪さ
か

府ふ

）
の
豪ご

う

族ぞ
く

の
娘む

す
めを
迎む

か

え
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
第だ

い

８
代だ

い

孝こ
う

元げ
ん

天て
ん

皇の
う

の
時じ

代だ
い

に
大や

和ま
と

の
国く

に

は
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

を
併へ

い

合ご
う

し
、
そ
れ
ま
で
奈な

良ら

盆ぼ
ん

地ち

南な
ん

部ぶ

の
地ち

方ほ
う

国こ
っ

家か

だ
っ
た
の
が
、
一い

っ

挙き
ょ

に
京

き
ょ
う

都と

府ふ

南な
ん

部ぶ

、
大お

お

阪さ
か

府ふ

北ほ
く

部ぶ

に
至い

た

る
地ち

域い
き

に
勢せ

い

力
り
ょ
く

を
広ひ

ろ

げ
た
、
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

は
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
こ
と

を
自じ

覚か
く

し
、
そ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
継つ

い
で
「
天て

ん

地ち

四し

方ほ
う

、

八あ
め
の

紘し
た

に
す
む
も
の
す
べ
て
が
、
一ひ

と
つ
屋や

根ね

の
下し

た

の

大だ
い

家か

族ぞ
く

の
よ
う
に
仲な

か

よ
く
暮く

ら
す
」
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
し
て
、
皇こ

う

位い

に
つ
い
た
［
Ａ
］。
そ
う
し
た

志こ
こ
ろ
ざ
しか
ら
す
れ
ば
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
権け

ん

威い

を
借か

り
て
、
そ

の
服ふ

く

属ぞ
っ

国こ
く

の
盟め

い

主し
ゅ

と
し
て
国こ

く

内な
い

の
実じ

っ

権け
ん

を
維い

持じ

し

よ
う
と
し
た
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

と
は
建け

ん

国こ
く

の
理り

念ね
ん

そ
の
も

の
が
異こ

と

な
る
の
で
あ
る
。
大や

和ま
と

の
国く

に

が
そ
の
理り

念ね
ん

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
よ
う
と
す
れ
ば
、
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

は
共と

も

に
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Premiê japonês Shinzo Abe 
e presidente russo Vladimir 
Putin discutem acordo de paz

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Rússia (06/09/2019)

Vladimir Putin, presi-
dente da Rússia, disse que 
a aliança de segurança do 
Japão com os Estados Uni-
dos é um dos problemas 
que impedem a assinatura 
de um tratado de paz entre 
Moscou e Tóquio. Con-
tudo, ele disse que deseja 
realizar negociações.
Putin e o premiê japonês, 
Shinzo Abe, conversaram 
a respeito dessa questão 
nos bastidores de um fó-
rum econômico realizado 
em Vladivostok.
Uma questão de longa data 

que envolve quatro ilhas 
controladas pela Rússia 
tem impedido que os dois 
países concluam um acor-
do de paz desde o fim da 
Segunda Guerra Mun-
dial. Abe se refere a essa 
questão como uma missão 
histórica que ele tem que 
cumprir.
O primeiro-ministro ja-
ponês disse: “Vamos, nós 
dois, Vladimir, unir as for-
ças e correr, correr e correr 
até atingirmos a meta. Va-
mos, juntos, cumprir nossa 
responsabilidade na histó-

ria”.
Por sua vez, Putin disse 
que a questão parece mui-
to simples, mas não é. Ele 
mencionou o seguinte: 
“Existem questões milita-
res, de defesa e de segu-
rança. Temos que entender 
a posição dos terceiros pa-
íses e os compromissos do 
Japão com outros países, 
incluindo os Estados Uni-
dos”.
Os líderes concordaram 
em levar adiante as con-
versações. Eles deram or-
dens aos seus chanceleres 

de forma a tentar encontrar 
uma solução aceitável para 
ambas as partes. Também 
concordaram em avançar 
com planos de implemen-
tar projetos econômicos 
conjuntos nas ilhas.
O governo japonês man-
tém que as ilhas são parte 
inerente do território do Ja-
pão. Diz que as ilhas foram 
ocupadas ilegalmente após 
a Segunda Guerra Mun-
dial.
Moscou afirma que as ilhas 
se tornaram parte do terri-
tório russo em consequên-
cia da guerra.

Ministro da Educação do Japão 
quer manter a ordem tradicional de 
escrita de nomes japoneses

Como escrever um nome (06/09/2019)

O ministro da Educação 
do Japão, Masahiko Shi-
bayama, pediu que seja 
utilizada a ordem tradicio-
nal da escrita dos nomes 
japoneses em idiomas es-
trangeiros, ou seja, com o 
sobrenome antes do nome, 
em documentos do gover-
no.
Shibayama fez este re-
querimento para os outros 

membros do gabinete, nes-
ta sexta-feira.
A escrita dos nomes japo-
neses em idiomas estran-
geiros tem sido feita se-
guindo o estilo ocidental. 
Contudo, um painel do 
Ministério da Educação 
disse que, cerca de 20 anos 
atrás, a tradicional ordem 
japonesa deveria ser ado-
tada para homenagear a di-

Colisão entre trem de passageiros 
e caminhão deixa um morto e 
vários feridos em Yokohama

Moradores de Hokkaido 
relembram vítimas de forte 
terremoto de 2018

Colisão entre trem  (05/09/2019)

Hokkaido  (06/08/2019)

Um trem de passageiros e 
um caminhão se chocaram 
em um cruzamento ferro-
viário, na quinta-feira, em 
Yokohama, nas proximi-
dades de Tóquio, deixando 
um morto e vários feridos.
A colisão ocorreu por volta 
das 11h40 em um cruza-
mento próximo à estação 
Kanagawa Shinmachi, da 
linha Keikyu.
Segundo a polícia e os 
bombeiros, um homem, 
que acredita-se ser o mo-
torista do caminhão, de 67 
anos, morreu. As autorida-
des dizem que 32 pessoas, 
incluindo o condutor do 
trem, tiveram ferimentos.
A operadora do trem, a 
Keikyu Corporation, afir-
mou que os primeiros três 
vagões da composição de 

A população da provín-
cia de Hokkaido, no norte 
do Japão, parou hoje para 
relembrar as vítimas de um 
forte terremoto que atingiu 
a região há um ano. Qua-
renta e quatro pessoas mor-
reram como resultado dos 
grandes tremores e cente-
nas ainda permanecem em 
abrigos temporários.
Autoridades de Atsuma, a 
cidade atingida com mais 
gravidade pelos tremores, 
fizeram uma pausa hoje ao 

oito vagões descarrilaram 
devido ao impacto.
Disse que cerca de 500 
passageiros estavam no 
trem na hora do acidente, 
mas que todos já não se 
encontram mais a bordo.
De acordo com a Keikyu, 
o trem estaria trafegando 
a uma velocidade de 120 
quilômetros por hora.
Imagens em vídeo grava-
das pouco depois do cho-
que mostram uma fumaça 
negra subindo dos destro-
ços. Imagens aéreas da 
NHK exibem o que sobrou 
do caminhão ao lado de 
um vagão descarrilado.
Os serviços da linha Ke-
ikyu permanecem sus-
pensos entre as estações 
Keikyu Kawasaki e Ka-
miooka.

meio-dia para um momen-
to de silêncio.
Um terremoto de magnitu-
de 6,7 abalou a região há 
um ano, logo pela manhã, 
deixando milhões de resi-
dências sem energia elé-
trica. Edifícios desabaram 
e vias racharam e ficaram 
distorcidas ao longo de 
toda província.
A maioria das vítimas esta-
va em locais perto de regi-
ões montanhosas atingidos 
por deslizamentos de terra, 
que soterraram suas casas.

versidade das línguas e das 
culturas.
Shibayama disse, em uma 
entrevista à imprensa, que 
os conselhos do painel não 
têm sido amplamente com-
partilhados.
O ministro disse, também, 
que o progresso da globa-
lização está tornando mais 
importante o respeito às 
diversidades linguística e 

cultural.
Acrescentou que é signifi-
cativo escrever nomes ja-
poneses de uma forma que 
reflita as tradições do país.
Yoshihide Suga, secretá-
rio-chefe do gabinete, dis-
se em uma coletiva para a 
imprensa, que o escritório 
do gabinete vai conduzir as 
discussões sobre a questão 
em linha com as observa-
ções do ministro.

Cidade sul-coreana aprova legislação que pede 
para suspender a compra de produtos japoneses

Cidade sul-coreana   (06/09/2019)

A assembleia municipal 
de Busan, na região sulina 
da Coreia do Sul, aprovou 
uma legislação identifican-
do algumas empresas japo-
nesas como tendo cometido 
crimes de guerra e pedindo 
a instituições educacionais 
locais para não comprarem 

seus produtos. A assembleia 
aprovou o projeto de lei, por 
unanimidade, na sexta-feira.
O projeto de lei em questão 
classifica como criminosas 
as firmas japonesas envolvi-
das no trabalho de coreanos 
durante a Segunda Guerra 
Mundial. E estipula que ins-

tituições educacionais na ci-
dade tem a obrigação de fa-
zer esforços para suspender 
a compra de produtos dessas 
empresas.
O plano determina também 
que se tais produtos já esti-
verem sendo usados, as insti-
tuições devem identificá-los 

para que estudantes possam 
ter uma compreensão correta 
da história.
A assembleia aprovou tam-
bém, por unanimidade, um 
projeto de lei que permite a 
instalação de monumentos 
nas estradas para marcar in-
cidentes históricos.

Secretário-chefe do governo japonês defende 
intercâmbios do setor privado com sul-coreanos

Esqueleto de dinossauro encontrado em 
Hokkaido recebe nome científico

Intercâmbios (06/09/2019)

Dinossauro (06/09/2019)

O principal porta-voz do 
governo japonês se esqui-
vou de comentar a respeito 
da reportagem de capa de 
uma revista semanal que 
foi muito criticada por 
incitar o ódio contra sul-
coreanos. Por outro lado, 
ele apontou a necessidade 
da continuidade dos inter-
câmbios do setor privado 

Pesquisadores afirmam 
que um dinossauro, cujo 
esqueleto completo foi en-
contrado em Hokkaido, no 
norte do Japão, é uma espé-
cie desconhecida até então.
Foi dado o nome científico 
de “Kamuysaurus japoni-
cus”, ou “deus dos dinos-
sauros”. “Kamuy” se refere 

entre os dois países.
Na quarta-feira, o secre-
tário-chefe do gabinete 
Yoshihide Suga conver-
sou com repórteres sobre 
a reportagem especial pu-
blicada dois dias antes na 
última edição da revista 
semanal Shukan Post.
O título da reportagem de 
dez páginas é “Não preci-

a uma divindade do povo 
indígena Ainu, da região de 
Hokkaido.
Os ossos fossilizados do 
dinossauro, de 8 metros de 
comprimento, foram en-
contrados em escavação na 
localidade de Mukawa em 
2003. É o maior esqueleto 
completo de dinossauro já 

samos da Coreia do Sul”. 
A editora da revista, a Sho-
gakukan, fez um pedido de 
desculpas depois que a re-
portagem gerou uma ava-
lanche de críticas. Alguns 
colaboradores disseram 
que não vão mais escrever 
para a revista ou a editora.
Suga declarou que as re-
lações entre o Japão e a 

encontrado no Japão.
O animal teria pesado 4 
a 5,3 toneladas, e vivido 
há cerca de 72 milhões de 
anos no final do período 
Cretáceo.
O grupo liderado pelo 
professor Yoshitsugu Ko-
bayashi, do Museu da Uni-
versidade de Hokkaido, 

Coreia do Sul encontram-
se em um patamar baixo. 
Contudo, ele disse que in-
tercâmbios entre pessoas 
dos dois países deveriam 
continuar mesmo em tem-
pos como esses. De acor-
do com o secretário-chefe, 
eles servirão como a base 
para o entendimento mú-
tuo no futuro.

analisou a mandíbula infe-
rior e a coluna vertebral do 
dinossauro herbívoro, e de-
terminou que se tratava de 
uma espécie desconhecida. 
Ele afirmou que pesquisas 
sobre esses dinossauros 
estão apenas começando, e 
espera desvendar o mistério 
sobre como eles viviam.
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に
寛か

ん

容よ
う

、
遠え

ん

慮り
ょ

、
思お

も

い
や
り

な
ど
素す

晴ば

ら
し
い
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
詰つ

ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

子こ

ど
も
に
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ば
せ

て
い
る
』
と
聞き

き
、
涙な

み
だ

が
出で

そ
う
に
な
っ
た
。
今こ

ん

後ご

も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

普ふ

及き
ゅ
うに
尽じ

ん

力り
ょ
くし
た
い
」

と
の
逸い

つ

話わ

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。
近き

ん

年ね
ん

で
は
、
地ち

方ほ
う

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

　

在ざ
い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
は
、「
令れ

い

和わ

元が
ん

年ね
ん

度ど

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

伝で
ん

達た
つ

・
祝

し
ゅ
く

賀が

式し
き

」
を
４
日か

午ご

後ご

、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

に
て
執と

り
行お

こ
ない
、
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

５
氏し

に
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
行

お
こ
な
っ
た
。
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

や
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
約や

く

６
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

を
温あ

た
たか
く
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
た
。
全ぜ

ん

伯ぱ
く

で
は
２
３
個こ

人じ
ん

・
団だ

ん

体た
い

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
て
い
る
。

校こ
う

生せ
い

徒と

の
大た

い

半は
ん

は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

で
、
彼か

れ

ら
は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
魅み

力り
ょ
くを
発は

っ

信し
ん

す
る
に
あ
た
り
独ど

く

自じ

の
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い
る
と

分ぶ
ん

析せ
き

す
る
。
日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
うを

通と
お

し
て
、
今こ

ん

後ご

も
心

こ
こ
ろ

強づ
よ

い
日に

っ

伯ぱ
く

の
懸か

け
橋は

し

と
な
っ
て
く
れ
そ

う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

寄き

与よ

し
た
。
今こ

ん

後ご

も
日に

っ

伯ぱ
く

両
り
ょ
う

国こ
く

関か
ん

係け
い

の
発は

っ

展て
ん

に
一い

っ

層そ
う

活か
つ

躍や
く

す
る
と
確か

く

信し
ん

し
て
い
る
」
と

祝し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
伯は

っ

国こ
く

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

関か
ん

連れ
ん

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

を
多た

数す
う

実じ
っ

施し

、
ブ
ラ

ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

、ジ
ャ
パ
ン・

ハ
ウ
ス
の
初し

ょ

期き

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

と

し
て
も
活か

つ

躍や
く

し
た
呉ご

屋や

さ
ん

は
「
私わ

た
しは
文ぶ

ん

協き
ょ
う

初は
つ

の
女じ

ょ

性せ
い

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
文ぶ

ん

協き
ょ
う６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

迎む
か

え
、
懸け

ん

命め
い

に
活か

つ

動ど
う

し
て
き

た
。
２
度ど

の
皇こ

う

室し
つ

ご
来ら

い

伯は
く

や
、

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
立た

ち
会あ

え
た
こ
と
は
何な

に

事ご
と

に
も
代か

え

が
た
い
出で

来き

事ご
と

だ
っ
た
」
と

振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

院い
ん

長
ち
ょ
う

を
務つ

と

め
た
南み

な
み
さ
ん
は
「
地ち

方ほ
う

で
ポ
語ご

を
話は

な

せ
な
い
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
、
下へ

手た

な
日に

本ほ
ん

語ご

で
な
ん

と
か
対た

い

応お
う

し
た
際さ

い

、
患か

ん

者じ
ゃ

が

涙な
み
だし
て
喜よ

ろ
こ
ん
で
く
れ
、
使し

命め
い

感か
ん

を
持も

っ
た
。
医い

者し
ゃ

と
し
て

当と
う

然ぜ
ん

の
こ
と
を
し
て
き
た
だ

け
で
、
こ
の
よ
う
な
名め

い

誉よ

を

授さ
ず

か
る
と
思お

も

っ
て
な
か
っ
た
」

と
喜よ

ろ
こ
び
を
語か

た
っ
た
。

　

日く
さ

下か

野の

さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
で
理り

事じ

長
ち
ょ
う

を
務つ

と

め
、
日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
うが

し
や
す
い
体た

い

制せ
い

づ
く
り
を
精せ

い

力り
ょ
く

的て
き

に
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。「
夢ゆ

め

は
『
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

圏け
ん

人じ
ん

』
を
育そ

だ

て
る
こ
と
」
と
言い

う
。
こ
れ

は
同ど

う

氏し

の
造ぞ

う

語ご

で
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
フ
ァ
ン
」
の
こ
と
。「
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

へ
の
日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

を
強

き
ょ
う

化か

し
た
い
」
と
の
強つ

よ

い
思お

も

い
を
持も

ち
、「
こ
の
夢ゆ

め

を

叶か
な

え
る
た
め
に
は
、
日に

本ほ
ん

の

支し

援え
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

。
だ
か
ら
常つ

ね

に

日に

本ほ
ん

に
呼よ

び
か
け
な
け
れ
ば
」

と
さ
ら
な
る
意い

欲よ
く

を
見み

せ
た
。

　

聖せ
い

州し
ゅ
うサ
ン
ミ
ゲ
ル
・
ア
ル

カ
ン
ジ
ョ
市し

の
コ
ロ
ニ
ア
・
ピ

ニ
ャ
ー
ル
地ち

区く

で
村む

ら

作づ
く

り
に

尽じ
ん

力り
ょ
く。
同ど

う

地ち

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
うも

務つ
と

め
た
山や

ま

下し
た

さ
ん
は
「
移い

住
じ
ゅ
う

１
０
年ね

ん

目め

に
や
っ
と
電で

ん

気き

が

通と
お

っ
た
。
村む

ら

が
果く

だ

物も
の

栽さ
い

培ば
い

で

発は
っ

展て
ん

す
る
ま
で
は
、
本ほ

ん

当と
う

に

貧ま
ず

し
く
大た

い

変へ
ん

な
時じ

期き

も
あ
っ

た
。
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うは
身み

に
余あ

ま

る
名め

い

誉よ

だ
」
と
し
み
じ
み
苦く

労ろ
う

を
に

じ
ま
せ
た
。

　
フ
ィ
ー
リ
ョ
さ
ん
は
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
南な

ん

米べ
い

最さ
い

大だ
い

の
農の

う

業ぎ
ょ
う

関か
ん

連れ
ん

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
ア
グ
リ

シ
ョ
ウ
（A

grishow

）」
の

初は
つ

開か
い

催さ
い

か
ら
携た

ず
さ
わ
り
、
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

。
ま
た
自じ

身し
ん

が
社し

ゃ

長
ち
ょ
う

を
務つ

と

め
る
マ
ウ
ヒ
ザ
グ
ル
ー

プ
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
生せ

い

産さ
ん

量り
ょ
うを
大お

お

き
く
拡か

く

大だ
い

さ
せ
、
日に

っ

　
「
心こ

こ
ろを
無む

に
し
て
素そ

材ざ
い

の
声こ

え

を
聞き

き
た
い
」
―
―
５
日か

に

公こ
う

式し
き

開か
い

店て
ん

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

村む
ら

上か
み

の
村む

ら

上か
み

強つ
よ

史し

オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
（
５
１
、北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）
は
、

入い

り
口ぐ

ち

に
書か

か
れ
た
「
無む

」

の
意い

味み

を
そ
う
説せ

つ

明め
い

し
た
。

内な
い

装そ
う

も
設せ

つ

備び

も
必ひ

つ

要よ
う

最さ
い

低て
い

限げ
ん

系け
い

人じ
ん

農の
う

家か

の
生せ

い

活か
つ

向こ
う

上じ
ょ
うに
寄き

与よ

、
伯は

っ

国こ
く

農の
う

業ぎ
ょ
うに
も
大お

お

き
な

役や
く

割わ
り

を
果は

た
し
て
き
た
。

　

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う（
河こ

う

野の

太た

郎ろ
う

外が
い

相し
ょ
う）
は
、
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
活か

つ

躍や
く

し
、

日に

本ほ
ん

と
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

と
の
友ゆ

う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

関か
ん

係け
い

増ぞ
う

進し
ん

に
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

し
た
個こ

人じ
ん

及お
よ

び
団だ

ん

体た
い

の
功こ

う

績せ
き

を
た
た
え
、
そ
の
活か

つ

動ど
う

に
対た

い

す
る
理り

解か
い

と
支し

持じ

を
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

に
呼よ

び
か
け
る
も
の
。

に
押お

さ
え
、
シ
ン
プ
ル
さ
が

目め

立だ

つ
。

　
「
そ
の
日ひ

に
入

に
ゅ
う

荷か

し
た
一い

ち

番ば
ん

良よ

い
素そ

材ざ
い

を
見み

て
か
ら
メ
ニ
ュ

ー
を
決き

め
る
」
と
い
う
伯は

っ

国こ
く

で
は
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
ス
タ
イ
ル
の

日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
だ
。
１

人に
ん

前ま
え

３
０
０
レ
ア
ル
。
カ
ウ

ン
タ
ー
席せ

き

の
み
。
午ご

後ご

６
時じ

か
ら
１
２
人に

ん

分ぶ
ん

、
午ご

後ご

９
時じ

か
ら
１
２
人に

ん

分ぶ
ん

の
予よ

約や
く

を
オ

ン
ラ
イ
ン
（m

u
rak

am
i.

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
靖や

す

国く
に

講こ
う

（
服は

っ
と
り部
修し

ゅ
う

平へ
い

リ
カ
ル
ド

講こ
う

元も
と

）
に
よ
る
慰い

霊れ
い

祭さ
い

が
８

月が
つ

３
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
聖せ

い

市し

リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
区く

の
東と

う

洋よ
う

会か
い

館か
ん

で

行お
こ
なわ
れ
、
約や

く

６
０
人に

ん

が
英え

い

霊れ
い

と
移い

民み
ん

先せ
ん

達だ
つ

に
玉た

ま

串ぐ
し

を
奉ほ

う

奠て
ん

１０代
だい

の姿
すがた

が多
おお

く見
み

られた参
さん

加
か

者
しゃ

の様
よう

子
す

し
た
。
当と

う

日じ
つ

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ

ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う、
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

元も
と

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

会か
い

長ち
ょ
うを
は
じ
め
、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン

靖や
す

国く
に

講こ
う

の
中な

か

場ば

マ
サ
子こ

講こ
う

元も
と

も
参さ

ん

加か

し
た
。

　

宮み
や

崎ざ
き

征ま
さ

人と

カ
ル
ロ
ス
さ
ん
、

渋し
ぶ

谷や

山や
ま

田だ

レ
ナ
ン
さ
ん
が
司し

会か
い

を
務つ

と

め
て
、
西に

し

国く
に

幸こ
う

四し

郎ろ
う

副ふ
く

講こ
う

元も
と

が
開か

い
か
い会
の
辞じ

を
述の

べ

る
と
、
祭さ

い

主し
ゅ

の
上こ

う

妻づ
ま

博ひ
ろ

彦ひ
こ

宮ぐ
う

司じ

が
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
うし
、
そ
の
場ば

を
お

清き
よ

め
し
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
日に

本ほ
ん

の
靖や

す

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

の
山や

ま

口ぐ
ち

建た
け

史し

宮ぐ
う

司じ

か
ら
「
永な

が

年ね
ん

に
亘わ

た

り
皆み

な

さ
ま
方が

た

が
祖そ

先せ
ん

や
先せ

ん

人じ
ん

の
労ろ

う

苦く

に
思お

も

い
を
致い

た

し
、
尊そ

ん

崇す
う

の
念ね

ん

を
捧さ

さ

げ
ま
す

こ
と
は
、
ご
英え

い

霊れ
い

や
移い

民み
ん

物ぶ
っ

故こ

者し
ゃ

の
神し

ん

霊れ
い

に
と
り
ま
し
て

何な
に

よ
り
の
御お

ん

事こ
と

と
拝は

い

察さ
つ

申も
う

し

上あ

げ
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届と

ど

け
ら
れ
た
。

　

上こ
う

妻づ
ま

宮ぐ
う

司じ

は
こ
の
日ひ

の
た

め
に
記し

る

し
た
英え

い

霊れ
い

や
移い

民み
ん

先せ
ん

人じ
ん

を
讃た

た

え
る
祝の

り

詞と

を
奏そ

う

上じ
ょ
うし
、

「
夢ゆ

め

い
だ
き
移う

つ

り
き
た
り
し

民た
み

の
裔え

い

こ
こ
に
こ
ぞ
り
て
祈い

の

り

捧さ
さ

ぐ
る
」
と
締し

め
く
く
っ
た
。

祭さ
い

文も
ん

で
は
西に

し

国く
に

副ふ
く

講こ
う

元も
と

に
加く

わ

え
、
１
６
歳さ

い

の
西に

し

国く
に

文ふ
み

香か

さ

ん
が
自じ

分ぶ
ん

と
同お

な

じ
よ
う
な
年と

し

で
戦せ

ん

地ち

に
向む

か
っ
た
英え

い

霊れ
い

や

開か
い

拓た
く

最さ
い

前ぜ
ん

線せ
ん

に
向む

か
っ
た
移い

民み
ん

先せ
ん

駆く

者し
ゃ

に
平へ

い

安あ
ん

を
祈い

の
っ
た
。

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

『
月げ

っ

刊か
ん

ピ
ン
ド
ラ
ー

マ
』
９
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　

リ
リ
ア
ン
・
ト
ミ
ヤ
マ
さ

ん
の
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
」
で
は
、

仕し

事ご
と

で
役や

く

立だ

つ
ポ
語ご

の
用よ

う

法ほ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
美み

代よ

賢け
ん

志じ

さ
ん
に

よ
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

レ
ポ
ー

ト
」
で
は
、
最さ

い

近き
ん

急き
ゅ
う

増ぞ
う

し
て

い
る
と
い
う
、
食

し
ょ
く

品ひ
ん

宅た
く

配は
い

ド

ラ
イ
バ
ー
を
装

よ
そ
お

っ
た
強ご

う

盗と
う

に
つ

い
て
警け

い

戒か
い

を
呼よ

び
か
け
て
い

る
。
他ほ

か

、イ
ベ
ン
ト
、グ
ル
メ
、

求き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
も
掲け

い

載さ
い

。

　

本ほ
ん

書し
ょ

は
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

な
ど
で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
７
７
・
４ 

１
２
１
）
ま
で
。

　

今こ
ん

月げ
つ

号ご
う

の
『
月げ

っ

刊か
ん

ピ
ン
ド

ラ
ー
マ
』
よ
れ
ば
、『
楽ら

く

々ら
く

サ
ン
パ
ウ
ロ　

２
０
１
９
―

２
０
２
０
年ね

ん

版ば
ん

』
が
９
月が

つ

中
ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んに
１
１
０
レ
ア
ル
で
発は

つ

売ば
い

予よ

定て
い

。
先せ

ん

月げ
つ

号ご
う

に
「
８
月が

つ

中
ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
ん

発は
つ

売ば
い

予よ

定て
い

」
と
あ
っ
た
が

遅お
く

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
本ほ

ん

書し
ょ

に
は
聖せ

い

市し

の
フ
ェ
イ
ラ
や
便べ

ん

利り

な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関か

ん

す

る
特と

く

集し
ゅ
うの
他ほ

か

、
医い

療り
ょ
う、
観か

ん

光こ
う

、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
生せ

い

活か
つ

に

役や
く

立だ

つ
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
満ま

ん

載さ
い

。
聖せ

い

市し

の
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

前ま
え

の
太た

い

陽よ
う

堂ど
う

に
て
販は

ん

売ば
い

予よ

定て
い

。

問と

い
合あ

わ
せ
は
太た

い

陽よ
う

堂ど
う

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
０
８
・
６ 

５
８
８
）
ま
で
。

　

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

管か
ん

内な
い

で

は
、呉ご

屋や

新あ
ら

城し
ろ

春は
る

美み

さ
ん
（
６ 

６
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

）、
南

み
な
み

利と
し

実み

さ
ん

（
８
８
、
二に

世せ
い

）、
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

さ
ん
（
７
６
、熊く

ま

本も
と

県け
ん

）、

山や
ま

下し
た

治お
さ
むさ
ん
（
８
３
、
福ふ

く

井い

県け
ん

）、
マ
ウ
リ
リ
オ
・
ビ
ア
ジ
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
さ
ん
（
７
７
）
の

５
氏し

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
。

　

伝で
ん

達た
つ

式し
き

は
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
うの
後あ

と

、
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
功こ

う

績せ
き

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。

５
氏し

に
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
う、
記き

念ね
ん

品ひ
ん

を
手て

渡わ
た

し
、「
５
氏し

は
長な

が

年ね
ん

の

尽じ
ん

力り
ょ
く、
誠せ

い

実じ
つ

な
姿し

勢せ
い

に
よ
り
、

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

関か
ん

係け
い

の
拡か

く

大だ
い

に
輝

か
が
や

か
し
い
功こ

う

績せ
き

を
残の

こ

し
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

、
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

に

日く
さ

下か

野の

さ
ん
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

圏け
ん

人じ
ん

育そ
だ

て
る
」

呉ご

屋や

氏し

ら
５
氏し

が
栄え

い

誉よ

に
浴よ

く

す

n
et.b

r

）
で
受う

け
付つ

け
る
。

日に
ち

曜よ
う

の
み
休

き
ゅ
う

業ぎ
ょ
う。

　

全す
べ

て
カ
ウ
ン
タ
ー
席せ

き

で
、

客き
ゃ
くの
目め

の
前ま

え

に
は
調

ち
ょ
う

理り

台だ
い

が

あ
る
。
シ
ェ
フ
の
包ほ

う

丁ち
ょ
う

使づ
か

い

な
ど
の
一い

っ

挙き
ょ

手し
ゅ

一い
っ

投と
う

足そ
く

、
素そ

材ざ
い

の
解か

い

説せ
つ

な
ど
の
喋し

ゃ
べ
り
も
味あ

じ

わ
い
な
が
ら
食た

べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
い
わ
ば
「
村む

ら

上か
み

劇げ
き

場じ
ょ
う」

だ
。

若わ
か

い
世せ

代だ
い

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
平へ

い

和わ

へ
の
祈い

の

り

サ
ン
パ
ウ
ロ
靖や

す

国く
に

講こ
う

が
慰い

霊れ
い

祭さ
い

　

鮮せ
ん

魚ぎ
ょ

は
そ
の
日ひ

最さ
い

高こ
う

の
も

の
を
毎ま

い

日に
ち

仕し

入い

れ
、
野や

菜さ
い

も

フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

が
２
０
１
０
年ね

ん

に
創そ

う

業ぎ
ょ
うし
た
有ゆ

う

機き

栽さ
い

培ば
い

で
有ゆ

う

名め
い

な
ア
デ
ラ
イ
ジ
・
オ
ル
ガ

ニ
コ
農の

う

場じ
ょ
うか
ら
取と

り
寄よ

せ
る
。

素そ

材ざ
い
へ
の
こ
だ
わ
り
が
同ど

う

店て
ん

の

ポ
リ
シ
ー
だ
。

　

２
０
１
７
年ね

ん

８
月が

つ

に
共

き
ょ
う

同ど
う

経け
い

営え
い

だ
っ
た
高こ

う

級き
ゅ
う

日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ

ス
ト
ラ
ン「
木き

の

下し
た

」か
ら
離は

な

れ
、

そ
れ
か
ら
出

し
ゅ
っ

張ち
ょ
う

調ち
ょ
う

理り

サ
ー

ビ
ス
を
専せ

ん

門も
ん

に
や
り
な
が
ら

新あ
た
らし
い
顧こ

客き
ゃ
く

層そ
う

を
開か

い

発は
つ

し
、

満ま
ん

を
持じ

し
て
自じ

分ぶ
ん

だ
け
の
店み

せ

を
開ひ

ら

い
た
。
本ほ

ん

人に
ん

と
１
８
歳さ

い

の
息む

す

子こ

潤じ
ゅ
んさ
ん
が
調

ち
ょ
う

理り

を
担た

ん

当と
う

し
、
妻つ

ま

ス
ザ
ナ
・
江え

梨り

子こ

さ
ん
が
デ
ザ
ー
ト
や
経け

い

理り

を

担に
な

い
、
専せ

ん

属ぞ
く

の
ソ
ム
リ
エ
を
雇や

と

っ
て
少

し
ょ
う

数す
う

精せ
い

鋭え
い

で
再さ

い

出し
ゅ
っ
ぱ
つ発
し

た
。

　

４
日か

に
メ
デ
ィ
ア
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

を
招

し
ょ
う

待た
い

し
て
試し

食し
ょ
く

会か
い

が
行お

こ
な
わ

れ
た
。
２
時じ

間か
ん

か
が
り
で
６

品し
な

に
加く

わ

え
て
デ
ザ
ー
ト
が
出だ

さ
れ
た
。
最さ

い

初し
ょ

の
品し

な

は
「
塩し

お

、

レ
モ
ン
、
シ
ソ
を
か
け
た
生な

ま

の
ウ
ニ
、
イ
ク
ラ
、
タ
イ
の

白し
ら

子こ

」
に
幻

ま
ぼ
ろ
しの
ブ
ラ
ジ
ル
産さ

ん

白し
ろ

ワ
イ
ン
「
Ｃ
ａ
ｖ
ｅ　

Ｃ

ｅ
ｉ
ｓ
ｅ
」
２
０
０
２
年ね

ん

。

８
０
０
本ぽ

ん

限げ
ん

定て
い

生せ
い

産さ
ん

で
、
一い

っ

般ぱ
ん

に
は
販は

ん

売ば
い

さ
れ
て
い
な
い

代し
ろ

物も
の

だ
そ
う
。

　

２
品し

な

目め

は
、
山や

ま

岸ぎ
し

農の
う

場
じ
ょ
う

で
作つ

く
っ
て
い
る
有ゆ

う

精せ
い

卵ら
ん

の
茹ゆ

で

た
卵ら

ん

黄お
う

と
納な

っ

豆と
う

を
ま
ぶ
し
た

マ
グ
ロ
で
、
ま
っ
た
り
し
た
味あ

じ

に
、
キ
リ
ッ
と
辛か

ら

口く
ち

の
ス
ペ
イ

ン
産さ

ん

白し
ろ

ワ
イ
ン
を
合あ

わ
せ
た
。

（７） ２０１９年第５３２２号 	 ９月	 ７日	（土曜日）

前ぜ
ん

代だ
い

未み

聞も
ん

、
メ
ニ
ュ
ー
の
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン

素そ

材ざ
い

に
こ
だ
わ
っ
た
「
村む

ら

上か
み

」
開か

い

店て
ん

レストラン

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

ら（呉
ご

屋
や

さん、山
やま

下
した

さん、南
みなみ

さん、野
の

口
ぐち

総
そう

領
りょう

事
じ

、フィーリョさん、
日
くさ

下
か

野
の

さん）「無
む

」と書
か

かれた入
い

り口
ぐち

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

令れ
い

和わ

元が
ん

年ね
ん

の
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

伝で
ん

達た
つ

　

４
日か

の
「
令れ

い

和わ

元が
ん

年ね
ん

度ど

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

伝で
ん

達た
つ

・
祝

し
ゅ
く

賀が

式し
き

」
で
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
日く

さ

下か

野の

さ

ん
は
、「
公こ

う

園え
ん

で
出で

会あ

っ
た
非ひ

日に
っ

系け
い

の
人ひ

と

に
『
日に

本ほ
ん

語ご

の
中な

か

　

式し
き

に
は
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

ら

を
含ふ

く

め
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

会か
い

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う、
援え

ん

協き
ょ
うの
税さ

い

田た

清せ
い

七し
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

の

吉よ
し

田だ

エ
ド
ア
ル
ド
理り

事じ

長ち
ょ
うも

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

望も
ち

月づ
き

友ゆ
う

三ぞ
う

さ
ん
》
中な

か

に
、
誤ご

解か
い

を
招ま

ね

く
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

が
あ
っ
た
。

正た
だ

し
く
は
《
第だ

い

一い
ち
ア
リ
ア
ン
サ

の
会か

い

館か
ん

で
行お

こ
な
わ
れ
る
会か

い

議ぎ

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
た
め
に
早は

や

め
に
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
て
慎し

ん

重ち
ょ
うに
運う

ん

転て
ん

し
て
い

た
が
、
相あ

い

手て

の
不ふ

注ち
ゅ
う

意い

で
正

し
ょ
う

面め
ん

衝し
ょ
う

突と
つ

事じ

故こ

に
巻ま

き
込こ

ま
れ

て
即そ

く

死し

し
た
》
だ
っ
た
。
訂て

い

正せ
い

の
上う

え

、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

に
深ふ

か

く
お

詫わ

び
す
る
。

月げ
っ

刊か
ん

ピ
ン

ド
ラ
ー
マ

９
月が
つ
号ご
う
配は
い
布ふ

中
ち
ゅ
う

あ
と
、「
ふ
る
さ
と
」
を
全ぜ

ん

員い
ん

で
合が

っ

唱し
ょ
うし
、
直な

お

会ら
い

で
お
神み

酒き

を
い
た
だ
き
、
来ら

い

賓ひ
ん

が
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。
石い

し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
三さ

ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

と
し
て
役や

く

割わ
り

を
果は

た
し
て
い
る
皆み

な

さ
ん
に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
ま
す
。
我わ

れ
わ
れ々

は
い
ず

れ
皆み

な

さ
ん
に
バ
ト
ン
を
渡わ

た

し

ま
す
。
こ
れ
は
、
私わ

た
し
た
ち
が

諸し
ょ

先せ
ん

輩ぱ
い

か
ら
渡わ

た

さ
れ
た
も
の
。

皆み
な

さ
ん
に
は
輝か

が
や
か
し
い
未み

来ら
い

が
待ま

っ
て
い
る
」と
励は

げ

ま
し
た
。

　

訪ほ
う

日に
ち

す
る
た
び
に
靖や

す

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

に
お
参ま

い

り
す
る
と
い
う
下し

も

本も
と

元も
と

州し
ゅ
う

議ぎ

は
、「
た
っ
た
一ひ

と

人り

の
御ご

先せ
ん

祖ぞ

が
い
な
く
て
も
あ

な
た
は
生う

ま
れ
な
い
。
先せ

ん

祖ぞ

が
な
い
人ひ

と

に
未み

来ら
い

は
な
い
。
だ

か
ら
私わ

た
し
は
毎ま

い

朝あ
さ

、
先せ

ん

祖ぞ

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
祈い

の

り
を
捧さ

さ

げ
ま
す
」
と

の
心

こ
こ
ろ

構か
ま

え
を
説と

き
、
池い

け

崎ざ
き

会か
い

長ち
ょ
うは
「
素す

晴ば

ら
し
い
慰い

霊れ
い

祭さ
い

に
参さ

ん

加か

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ぜ

ひ
毎ま

い

年と
し

こ
の
会か

い

館か
ん

を
使つ

か
っ
て
く

３
品し

な

目め

は
「
鯛た

い

の
昆こ

ん

布ぶ

じ
め

を
赤あ

か

大だ
い

根こ
ん

で
く
る
み
、
梅う

め

な

ど
を
和あ

え
た
も
の
」、
４
品し

な

目め

は
「
ホ
ッ
キ
貝が

い

と
ホ
タ
テ
の
味み

噌そ

和あ

え
」、
５
品し

な

目め

は
「
黒く

ろ

だ
さ
い
」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。
中な

か

場ば

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
講こ

う

元も
と

も
「
り

っ
ぱ
な
慰い

霊れ
い

祭さ
い

を
あ
り
が
と

う
。
皆み

な

さ
ん
の
孫ま

ご

の
代だ

い

ま
で

靖や
す

国く
に

講こ
う

を
伝つ

た

え
て
」
と
１
０

代だ
い

が
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うを
占し

め
る
会か

い

場じ
ょ
うに
お
願ね

が

い
し
た
。

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

４
日か

前ま
え

に
海か

い

南な
ん

島と
う

付ふ

近き
ん

で
兄あ

に

が
戦せ

ん

死し

し
た
と
い
う

井い

料り
ょ
う

堅け
ん

治じ

さ
ん
は
そ
の
写し

ゃ

真し
ん

を
持じ

参さ
ん

し
て
玉た

ま

串ぐ
し

を
捧さ

さ

げ
、

「
若わ

か

者も
の

が
多お

お

く
、
賑に

ぎ

や
か
な

良よ

い
慰い

霊れ
い

祭さ
い

に
な
っ
た
」
と
ほ

ほ
笑え

ん
だ
。
同お

な

じ
く
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

で
９
８
歳さ

い

の
森も

り

西に
し

茂し
げ

行ゆ
き

さ
ん

は
「
日に

本ほ
ん

で
は
総そ

う

理り

も
陛へ

い

下か

も
参さ

ん

拝ぱ
い

で
き
な
い
。
せ
め
て

我わ
れ

々わ
れ

が
英え

い

霊れ
い

へ
の
祈い

の

り
を
捧さ

さ

げ
な
け
れ
ば
」
と
し
み
じ
み

語か
た
っ
た
。

１
日に

ち

２
４
人に

ん

限げ
ん

定て
い

、
一い

っ

食し
ょ
く

300
レ
ア
ル

豚ぶ
た

の
カ
ツ
」、
６

品し
な

目め

は
「
焼や

き

魚ざ
か
な

と
ご
飯は

ん

、
味み

噌そ

汁し
る

、
紫

む
ら
さ
き

人に
ん

参じ
ん

の
漬つ

け

物も
の

」、
最さ

い

後ご

に

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

餅も
ち

」
が
デ
ザ
ー
ト

に
出で

た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
品し

な

に
あ
っ
た

ワ
イ
ン
が
出で

て
く

る
の
で
、
和わ

食し
ょ
くと

ワ
イ
ン
好ず

き
に
は

た
ま
ら
な
い
組く

み

合あ

わ
せ
の
よ
う
。

　

特と
く

に
食た

べ
た
い
料

り
ょ
う

理り

が
あ
る
場ば

合あ
い

、
予よ

約や
く

時じ

に
注

ち
ゅ
う

文も
ん

す
れ
ば
そ

れ
に
応お

う

じ

る
。
通つ

う

常
じ
ょ
う

は
夜よ

る

営え
い

業
ぎ
ょ
う

の
み
だ
が
、

１
２
人に

ん

分ぶ
ん

ま
と
め
て

予よ

約や
く

し
て

く
れ
れ
ば

昼ひ
る

や
日に

ち

曜よ
う

で
も
応お

う

じ
る

と
の
こ
と
。

シ
ェ
フ
の
一ひ

と

人り

舞ぶ

台た
い

“
村む

ら

上か
み

劇げ
き

場じ
ょ
う

”
で
語か

た

り
を
味あ

じ

わ
う

□

訂て
い

正せ
い

□

　

８
月が

つ

２
９
日に

ち

付づ
け

《
訃ふ

報ほ
う

＝
　

式し
き

典て
ん

の



平び
ょ
う

 ど
う等
に
扱あ

つ
か

わ
れ
た
嫡ち

ゃ
く

 し子
と
庶し

ょ

 し子

皇こ
う

 て
い帝
ペ
ド
ロ
１
世せ

い

と
二ふ

た

 り人
の
女じ

ょ

 せ
い性

独ど
く

 り
つ立

の
陰か

げ

の
功こ

う

 ろ
う

 し
ゃ

労
者
、不ふ

 こ
う幸

な
皇こ

う

 ご
う后

ブラジル独
どく りつ

立記
き ねん び

念日特
とく しゅう

集
　

ナ
ポ
レ
オ
ン
軍ぐ

ん

の
リ

ス
ボ
ン
侵し

ん

攻こ
う

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

の

１
８
０
７
月が

つ

１
１
月が

つ

、
ポ

ル
ト
ガ
ル
王お

う

家け

が
乗の

っ

た
艦か

ん

隊た
い

は
イ
ギ
リ
ス
艦か

ん

隊た
い

に
護ま

も

ら
れ
て
ブ
ラ
ジ

ル
へ
避ひ

難な
ん

、
翌よ

く

年と
し

０
８

年ね
ん

３
月が

つ

に
ポ
ル
ト
ガ
ル

領り
ょ
う

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
中な

か

で
一い

ち

番ば
ん

裕ゆ
う

福ふ
く

だ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル

の
主し

ゅ

都と

リ
オ
へ
移う

つ

っ
た
。

こ
の
時と

き

ブ
ラ
ジ
ル
に
上

じ
ょ
う

陸り
く

し
て
最さ

い

初し
ょ

に
君く

ん

臨り
ん

し

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王お

う

族ぞ
く

は

女じ
ょ

王お
う

マ
リ
ア
１
世せ

い

だ
っ

た
。
王お

う

を
戴い

た
だ

い
た
「
ブ

ラ
ジ
ル
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

」
は
、

１
８
１
５
年ね

ん

か
ら
正せ

い

式し
き

に
「
王お

う

国こ
く

」
へ
と
格か

く

上あ

げ

さ
れ
た
。

　

だ
が
１
８
１
６
年ね

ん

に

女じ
ょ

王お
う

が
死し

去き
ょ

し
た
の
で

息む
す

子こ

が
ジ
ョ
ア
ン
６
世せ

い

と
し
て
王お

う

に
、
そ
の
孫ま

ご

ペ

ド
ロ
（
１
７
９
８
年ね

ん

１
０

月が
つ

１
２
日に

ち

―
１
８
３
４

年ね
ん

９
月が

つ

２
４
日か

）
が
王お

う

太た
い

子し

に
即そ

く

位い

し
た
。
こ
の
ペ

ド
ロ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
独ど

く

立り
つ

時じ

に
皇こ

う

帝て
い

ペ
ド
ロ
１
世せ

い

に
な
っ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
。
故ふ

る

郷さ
と

リ
ス
ボ
ン
を
あ
と
に
し

た
時と

き

、
ペ
ド
ロ
は
わ
ず
か

９
歳さ

い

だ
っ
た
。

サンパウロの街
まち

を背
はい けい

景にした 23 歳
さい

のペドロの肖
しょう ぞう が

像画
（1822 年

ねん

、Simplício Rodrigues de Sá [Public domain]）

マリア・レオポルジーナ・デ・アウストリア皇
こう ごう

后
（Joseph Kreutzinger [Public domain]）

　

ペ
ド
ロ
の
性せ

い

格か
く

を
支し

配は
い

し
て
い
た
の
は
、
過か

剰じ
ょ
う

と
も
言い

え
る
力

ち
か
ら

強づ
よ

い

情じ
ょ
う

動ど
う

だ
っ
た
言い

わ
れ
る
。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は

《
彼か

れ

は
時と

き

々ど
き

、
変へ

ん

装そ
う

し
て

は
リ
オ
の
悪あ

く

所し
ょ

に
通か

よ

っ

た
。
彼か

れ

が
酒さ

け

を
飲の

む
の
は

ま
れ
だ
っ
た
が
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
女お

ん
な

た
ら
し

で
あ
っ
た
。
彼か

れ

が
最さ

い

初し
ょ

に

関か
ん

係け
い

を
持も

っ
た
女じ

ょ

性せ
い

は
、

フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

ダ
ン
サ
ー

の
ノ
エ
ミ
・
テ
ィ
ア
リ
ー

だ
と
い
い
、
彼か

の

女じ
ょ

は
彼か

れ

の

子こ

を
死し

産ざ
ん

し
た
》と
あ
る
。

　

ジ
ョ
ア
ン
６
世せ

い

は
息む

す

子こ

の
将

し
ょ
う

来ら
い

を
心し

ん

配ぱ
い

し
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇こ

う

帝て
い

の

皇お
う

女じ
ょ

マ
リ
ア
・
レ
オ
ポ

ル
ジ
ー
ナ
と
結け

っ

婚こ
ん

さ
せ

た
。
１
８
１
７
年ね

ん

に
ペ

ド
ロ
は
レ
オ
ポ
ル
ジ
ー

よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、

妻つ
ま

に
暴ぼ

う

力り
ょ
く

を
振ふ

る
う
こ

と
す
ら
あ
っ
た
。

　

１
８
２
１
年ね

ん

、
父ち

ち

ジ
ョ

ア
ン
６
世せ

い

を
先せ

ん

頭と
う

に
ポ

ル
ト
ガ
ル
宮

き
ゅ
う

廷て
い

が
リ
ス

ボ
ン
に
帰き

還か
ん

す
る
と
、
ペ

ド
ロ
は
ブ
ラ
ジ
ル
摂せ

っ

政
し
ょ
う

と
し
て
残ざ

ん

留り
ゅ
うし
た
。

　

ペ
ド
ロ
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
独ど

く

立り
つ

に
関か

ん

し
て
妻つ

ま

と

議ぎ

論ろ
ん

し
て
、
そ
の
助じ

ょ

言げ
ん

に
従

し
た
が

っ
た
と
言い

わ
れ
る
。

歴れ
き

史し

上じ
ょ
う、
決け

っ

定て
い

的て
き

な
独ど

く

立り
つ

へ
の
歩あ

ゆ

み
は
妻つ

ま

の
影え

い

響
き
ょ
う

力り
ょ
くに
よ
る
。
１
８
２
２
年ね

ん

に
ペ
ド
ロ
が
サ
ン
パ
ウ

ロ
へ
の
旅り

ょ

行こ
う

を
決け

っ

定て
い

し

た
と
き
に
、
彼か

れ

は
妻つ

ま

レ
オ

ポ
ル
ジ
ー
ナ
に
首し

ゅ

都と

の

留る

守す

を
任ま

か

せ
る
摂せ

っ

政し
ょ
う

妃ひ

と
し
た
。

　

１
８
２
２
年ね

ん

９
月が

つ

７
日か

午ご

後ご

４
時じ

半は
ん

ご
ろ
、
イ

ピ
ラ
ン
ガ
の
丘お

か

で
ペ
ド

ロ
は
手て

紙が
み

を
受う

け
取と

っ

た
。
一ひ

と

つ
は
、「
ポ
ル
ト

ガ
ル
議ぎ

会か
い

は
ブ
ラ
ジ
ル

の
自じ

治ち

政せ
い

府ふ

を
認み

と

め
な

い
。
こ
の
命め

い

令れ
い

を
破や

ぶ

る
も

の
は
皆み

な

罰ば
っ

す
る
」
こ
と
を

伝つ
た

え
る
も
の
。
も
う
一ひ

と

つ

は
、
レ
オ
ポ
ル
ジ
ー
ナ
か

ら
ペ
ド
ロ
に
独ど

く

立り
つ

の
決け

つ

断だ
ん

を
催も

よ
お

す
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受う

け
、
ペ
ド
ロ

は
「
わ
が
血ち

に
か
け
て
、

わ
が
名め

い

誉よ

に
か
け
て
、
わ

が
神か

み

に
か
け
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
に
独ど

く

立り
つ

を
も
た
ら
す

こ
と
を
誓ち

か

う
。
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

よ
、
き
ょ
う
の
こ
の
日ひ

よ
り
合あ

い

言こ
と

葉ば

は
『
独ど

く

立り
つ

か

死し

か
！
』
だ
！
」
と
叫さ

け

ん

だ
と
言い

わ
れ
る
。
い
わ
ゆ

る「
イ
ピ
ラ
ン
ガ
の
叫さ

け

び
」

だ
。

恋こ
い

多お
お

き
ペ
ド
ロ
に

                       
苦く

る

し
む
妻つ

ま

　

ペ
ド
ロ
は
恋こ

い

多お
お

き
男

お
と
こ

だ
っ
た
。
正せ

い

妻さ
い

マ
リ
ア
・

レ
オ
ポ
ル
ジ
ー
ナ
と
は

７
人に

ん

の
子こ

ど
も
に
恵め

ぐ

ま

れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
加く

わ

え
て
皇こ

う

帝て
い

は
子こ

ど
も
を

作つ
く

っ
た
愛あ

い

妾し
ょ
う

だ
け
で
４

人に
ん

ほ
ど
知し

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
最も

っ
と

も
長な

が

い

期き

間か
ん

、
寵

ち
ょ
う

愛あ
い

を
受う

け
た
の

が
ド
ミ
チ
ー
リ
ア
・
デ
・

カ
ス
ト
ロ
・
エ
・
カ
ン
ト
・

メ
ロ
（
１
７
９
７
年ね

ん

１
２

月が
つ

２
７
日に

ち

―
１
８
６
７

年ね
ん

１
１
月が

つ

３
日か

）
だ
。
彼か

の

女じ
ょ

は
聖せ

い

市し

生う

ま
れ
で
、「
イ

ピ
ラ
ン
ガ
の
叫さ

け

び
」
の
わ

ず
か
数す

う

日じ
つ

前ま
え

に
知し

り
合あ

い
、
二ふ

た

人り

は
恋こ

い

に
落お

ち
て

い
た
。
ペ
ド
ロ
は
ド
ミ

チ
ー
リ
ア
を
首し

ゅ

都と

リ
オ

へ
呼よ

ん
で
邸て

い

宅た
く

を
与あ

た

え
、

皇こ
う

帝て
い

と
の
間あ

い
だ

に
５
子し

を

も
う
け
た
。

　

１
８
２
６
年ね

ん

、
ド
ミ

チ
ー
リ
ア
に
は
「
サ
ン
ト

ス
侯こ

う

爵し
ゃ
く

夫ふ

人じ
ん

」
の
称

し
ょ
う

号ご
う

ま
で
授じ

ゅ

与よ

し
た
。
彼か

の

女じ
ょ

は

皇こ
う

后ご
う

に
激は

げ

し
く
嫉し

っ

妬と

し
、

ペ
ド
ロ
の
血ち

を
引ひ

く
自じ

分ぶ
ん

の
子こ

供ど
も

た
ち
が
、
皇お

う

子じ

皇み

女こ

ら
と
平

び
ょ
う

等ど
う

に
扱あ

つ
か

わ

れ
る
よ
う
求も

と

め
た
。

　

ペ
ド
ロ
１
世せ

い

は
、
皇こ

う

后ご
う

や
周ま

わ

り
の
苦く

言げ
ん

に
配は

い

慮り
ょ

す
る
こ
と
な
く
、
嫡

ち
ゃ
く

子し

と

庶し
ょ

子し

を
分わ

け
隔へ

だ

て
な
く

宮き
ゅ
う

廷て
い

で
育そ

だ

て
、
良よ

い
教

き
ょ
う

育い
く

を
授さ

ず

け
た
と
い
わ
れ

る
。
１
８
２
５
年ね

ん

１
２
月が

つ

に
皇こ

う

后ご
う

が
待た

い

望ぼ
う

の
皇お

う

子じ

ペ
ド
ロ
・
デ
・
ア
ル
カ
ン

タ
ラ
（
の
ち
の
皇こ

う

帝て
い

ペ
ド

ロ
２
世せ

い

）
を
生う

ん
だ
。
競き

そ

う
よ
う
に
同お

な

じ
月つ

き

に
ド

ミ
チ
ー
リ
ア
も
男だ

ん

児じ

を

生う

む
と
、
ペ
ド
ロ
は
庶し

ょ

子し

に
皇お

う

子じ

と
同お

な

じ
名な

を
与あ

た

え
、
皇お

う

子じ

と
庶し

ょ

子し

は
並な

ら

ん
だ
揺ゆ

り
か
ご
の
中な

か

で

眠ね
む

っ
た
と
い
う
。

　

１
８
２
６
年ね

ん

１
２
月が

つ

１
日た

ち

、
ペ
ド
ロ
は
夫ふ

う

婦ふ

げ

ん
か
の
勢い

き
お

い
で
突と

つ

然ぜ
ん

、
妊に

ん

娠し
ん

し
て
い
る
レ
オ
ポ
ル

ジ
ー
ナ
の
お
腹な

か

を
複ふ

く

数す
う

回か
い

蹴け

ろ
う
と
し
、
そ
れ
で

死し

産ざ
ん

が
起お

き
た
と
言い

わ
れ
る
。
皇こ

う

后ご
う

は
１
０
日か

後ご

の
１
８
２
６
年ね

ん

１
２
月が

つ

１
１
日に

ち

に
リ
オ
の
サ
ン

ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

で
他た

界か
い

し
た
。
人ひ

と

々び
と

は
、

ペ
ド
ロ
の
誤

あ
や
ま

っ
た
行こ

う

動ど
う

が
若わ

か

き
皇こ

う

后ご
う

を
死し

な
せ

た
と
思お

も

っ
た
。

　

１
８
２
９
年ね

ん

、
ペ
ド
ロ

１
世せ

い

と
ド
ミ
チ
ー
リ
ア

の
関か

ん

係け
い

は
破は

綻た
ん

し
た
。
彼か

の

女じ
ょ

の
実じ

っ

姉し

マ
リ
ア
・
ベ
ネ

デ
ィ
タ
が
皇こ

う

帝て
い

と
の
間

あ
い
だ

に
庶し

ょ

子し

を
生う

ん
だ
こ
と

を
知し

っ
た
ド
ミ
チ
ー
リ

ア
が
激げ

っ

高こ
う

し
、
姉あ

ね

を
殴お

う

打だ

し
よ
う
と
し
た
た
め
だ

と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
別べ

つ

離り

の
最さ

い

大だ
い

の
理り

由ゆ
う

は
、
ペ
ド
ロ
１
世せ

い

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
王お

う

族ぞ
く

の

高こ
う

貴き

な
血ち

を
引ひ

く
女じ

ょ

性せ
い

と
の
再さ

い

婚こ
ん

を
考か

ん
が

え
、
ア

メ
リ
ー
を
迎む

か

え
た
こ
と

だ
っ
た
。

　

彼か
の

女じ
ょ

は
皇こ

う

帝て
い

か
ら
別わ

か

れ
を
告つ

げ
ら
れ
た
あ
と
、

聖せ
い

市し

セ
ン
ト
ロ
で
生せ

い

活か
つ

を
し
、
１
８
３
３
年ね

ん

に

陸り
く

軍ぐ
ん

旅り
ょ

団だ
ん

長ち
ょ
う

と
再さ

い

婚こ
ん

し

た
。
そ
の
住す

ま
い
が
サ
ン

ト
ス
伯は

く

爵し
ゃ
く

邸て
い

宅た
く

（Solar 
d
a M

arq
u
esa d

e 
Santos

）
で
、
パ
チ
オ
・

ド
・
コ
レ
ジ
オ
の
す
ぐ
横よ

こ

に
現げ

ん

在ざ
い

も
博は

く

物ぶ
つ

館か
ん

（Rua 
Roberto Sim

onsen, 
126

）
と
し
て
公こ

う

開か
い

さ

れ
て
い
る
。
１
８
６
７

年ね
ん

、
彼か

の

女じ
ょ

は
腸

ち
ょ
う

炎え
ん

で
亡な

く

な
り
、
聖せ

い

市し

コ
ン
ソ
ラ
ソ

ン
墓ぼ

地ち

に
埋ま

い

葬そ
う

さ
れ
た
。

ナ
と
結け

っ

婚こ
ん

し
た
。

彼か
の

女じ
ょ

は
す
ぐ
に
ペ

ド
ロ
と
恋こ

い

に
落お

ち

た
。
１
９
歳さ

い

の
王お

う

子じ

は
や
や
高た

か

め
の

身し
ん

長ち
ょ
う、
輝か

が
や

く
黒く

ろ

い

瞳ひ
と
み
に
暗く

ら

い
茶ち

ゃ

色い
ろ

の

髪か
み

だ
っ
た
。だ
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
育そ

だ

ち
の

ペ
ド
ロ
は
粗そ

野や

で

横お
う

暴ぼ
う

な
人じ

ん

物ぶ
つ

で
、

ふ
だ
ん
は
陽よ

う

気き

だ

が
、
突と

つ

然ぜ
ん

鞭む
ち

を
振ふ

り
上あ

げ
て
暴あ

ば

れ
る

サントス侯
こう しゃく

爵夫
ふ じん

人ドミチーリア
（Francisco Pedro do Amaral [Public domain]）
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